
駐車場
駐車場

駐輪場

搬入

搬入

大ホール 小ホール
松林公園

駐車場
エントランス

電車から望む松並木

遺跡公園入口
既存の既存桜と移植の
桜に囲まれた小ホール

青石広場に隣接し
た芝生広場とエン
トランス広場は一
体的に利用するこ
とが可能です

阿波の青石に囲わ
れた、徳島城の遺跡
を望める遺跡公園

メインエントランス

既存の桜並
木が川沿いを
彩ります

カフェ
ショップ

それぞれの場で語り継ぐ景色
200 年前の阿波のガイドブックにも描かれているように、眉山から海岸まで続く松林の
歴史的風景や、敷地内で発掘された城下町の遺跡や現在も残る徳島城の美しい阿波
の青石の石垣は、歴史的なレイヤーとなり、景色を形成する要素となります。そして、
眉山から続く大きな丘のように広がるテラスは海辺まで望め、徳島の景色として現在、
未来に継承していける場となります。花びらのように散りばめられたテラスがつくる、
大きな日陰の多湿空間や、重なりあうテラスの隙間から照らされる明るい日向空間、そ

して幾重ものテラスがつくりだす豊かな空間は、それぞれの性格をもった環境をつくり、
多種多様な小さな自然をつくりだします。この多様な小さな自然が、青石や松の風景と
共に、剣山や眉山や新町川をはじめとした吉野川流域に生息する、地域の植物の住処
となり、徳島の多様な景気をつくることが可能です。一年中楽しめる松をはじめ、春に
は桜、初夏にはツルギミツバツツジが咲き、夏にはキレンゲショウマ、秋にはススキが
景色をつくり、四季を通じて人々が楽しめる景色となります。これらの建築と共につく
られる風景は徳島の過去と現在、そして未来をつなぐシンボルとなります。

S=1:2000

中央公園へ
とつなぐ松と
シダとグラス

大ホールの
背 面 に LED
を設置したり
プロジェク
ションを照ら
し演出します

ホワイエ

桜の下では徳島県の
山野草が秋までの景
色をつくります

吉野川の風景をつくる青
石とススキに囲われた広場

D地区 :松林に囲まれた150台の駐車場と80台の駐
輪場を設けています。駐車場については周辺の駐車場
（合計1097台）の利用も想定すると、合わせて1200
台を超える台数の確保が可能となります。1台に2名
で来場すると想定すると、1200台で2400人となり、
大ホールと小ホールの合計2500席に対して90%以上
カバーできます。これに加えて新駅からの鉄道での来
場も考えると、大、小ホールで満席が予想される催事
が同時開催の場合でも十分対応可能と考えます。
徳島県営駐車場：153台　民間駐車場：301台
その他：643台　周辺駐車場台数合計：1097台

遺跡公園 活動室

エントランス広場
芝生広場

青石広場

車寄せ

C地区 : 松林公園は群生した松に囲わ
れ、青石テラスや水テラスが点在し、
徳島の文化発信の公園となっています

駐車場へと続く
道の途中、水盤が
松林の景色を映
し、憩いの場をつ
くります

眉山から海へ、緑の丘がつづく
本計画地は剣山地から派生するように徳島平野にそ
びえる眉山をはじめ、徳島中央公園や、渓谷から流
れる吉野川流域の緑地に囲まれています。剣山地か
ら眉山、敷地の緑、そして海へと続いていく、主要
な緑地地帯の一部を本計画地が担い、緑と水のネッ
トワーク・自然共生型まちづくりへ寄与します。

徳島で見られる明るい
日向に咲くニガナなど高さのある

ヒヨドリバナ
が柔らかく空
間を分けます

車寄せから車を降りると
上層部まで吹き抜けの気持
ちの良い光がこぼれる青石
広場があります

レセプション

新町川沿いに自生す
る植物が季節によって
景色を移り変えます

公園内の石舞台
は様々な活動を
受け止めます2m下がった遺跡

公園に垂れてくるツ
ル植物やシダなどが
植えられています

舞うように集まる
阿波おどりの起源として、徳島城の竣工の際、「城の完成祝いとして、好きに踊れ」という触
れを出したという説があります。徳島城跡を擁する徳島中央公園に隣接する敷地という特性と
関連付けて、思い思いに舞い踊るように街に広がる阿波おどりの行列を想起させる花びらが
舞うようなテラスの集合体としての「文化の場」を提案します。
新しいホール、これからのホール建築のあり方について。
私達の提案は、ホールを「街と人」、「日常と未来」に明るく開いていくことを目的としています。
そのために、以下のアプローチを理念として新しいホールの設計に取り組もうと考えています。
１．箱ではなくランドスケープをつくること
私達の提案するホールは、一般的な「箱」としてのホールとは異なります。敷地に鎮座する巨
大な箱ではなく、敷地に舞うように広がり、威圧感を軽やかにし、周囲と連続していく優しい
ランドスケープとして計画します。
２．多様な価値観で楽しむこと
箱に詰められ一斉にひとつの方向を眺める整然と並べられた画一的な客席がつくる空間に対し、
このホールは、宙を舞う花びらのようなテラスによる多種多様な客席の配置により、個性の違う
楽しみ方を観客に届けることができます。そのことにより、舞台上の演者との異なる親密感をつく
りだし、それぞれが好みの席を見つけることで、各席ひとつひとつに特別な価値観を与えます。
３．華やかさを生みだすこと
大ホールでは花びらが宙に舞うように人が集い、また、この敷地全体を使うイベントのときに
は、舞い広がる花びらに人が満たされます。人が集まることによって、華やかさが生み出され
る環境をつくり出そうと考えています。

４．豊かな時間を過ごせること
ひとつの演目を観る目的だけで短時間にホールに訪れるのではなく、公演を観ることを含め豊
かな時間をゆったりと過ごせるようなホールにしたいと考えています。開演前の時間、幕間のホ
ワイエでの時間、終演後の時間など、敷地全体に花びらが舞うようなランドスケープの中の様々
なアクティビティに接しながら、公演の一日をのんびりと楽しんで過ごせる環境を目指します。
５．ホールの使い方を考えること
一般的なホールとしての型にはまった使い方だけではなく、その都度、使い方そのものを使い
手が提案できるような場所にしていきたいと考えています。施設全体はテラスの集合体で構成
されているので、大ホールも小ホールもその他の機能もはっきりとした輪郭があるわけではあ
りません。イベントによって、例えば、ホワイエをレストランとつなげて使うなどもできます。また、
エントランスホールからではなく、屋外のテラスから、それぞれのホワイエに直接アクセスし、
各席に着席するようなこともできるかもしれません。これは、バーコードの電子チケットなど
を用いて将来は一般的な利用の仕方になっていくかもしれません。時代の変化に合わせ、施
設の使い方そのものを様 に々考えていくことが可能です。
６．日常としてのホールを考えること
ホール建築は、私達の日常のスケールから考えるととても大きなものです。花びらが舞い集ま
るようにしてできるこの施設は、人々の生活の日常のスケールの居場所の集まりによって出来
上がります。大きなホールも小さなテラスの集合体です。例えば、日常的には、それぞれの

ホワイエを独立させて、展示スペースにしたり、講演会を
行ったり、また、地域のワークショップや同好会のイベン
トやポップアップストアなど、大きな施設を部分ごとに小
さな「場」に分解しても利用できます。人々の日常に寄り
添う人間のスケールで環境をつくっていくことを考えています。
７．非日常（災害や緊急事態時など）としてのホールの考えること
ホール建築に限らずこれからの公共建築は、突然に襲ってくる様々なアクシデントの際に、
柔軟にその役割や利用の仕方を変化させられる必要があります。例えば、私達の提案は、
水害時には宙に浮かぶようなテラスが避難広場にもなり、また、現在のような感染が拡大し
ている状況下では、屋外・半屋外のテラスや風通しの良い室内を利用しながらホールとして
の役割を果たせるなど、さまざまな状況に適応できることを目指しています。

鳥瞰図
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●動線計画

事務室   

屋外観覧席

オープンエアーシネマ

小ホール
音楽芸能の練習室

ホワイエ

水舞台

レストランソーラーパネル

ダンスバレエの練習室

セミナー室

屋外劇場
展示ホワイエ

人形浄瑠璃ホワイエ

エントランス広場
カフェショップ

カフェグッズショップ

WC
ホワイエ

埋蔵文化財ホワイエ

遺跡公園

プライベートホワイエ アーティストテラス

ソーラーパネル

空中展望テラス

屋外展示

楽屋棟

青空テラス

屋外音楽練習場

石舞台
屋上庭園

クローク

WC

プライベートホワイエ

プライベートホワイエ

ホワイエ

屋外展示

空中展望テラス

展望テラス
館長室
会議室

WC

WC

展示ホワイエ 
屋外劇場 ホワイエ 

メインホワイエ 

メインエントランス 

青空テラス
レストラン 

待合テラス ワークショップ室

多目的スタジオ

アーティストテラス

石舞台

ソーラーパネル
屋上庭園

屋外観覧席
楽屋
楽屋

テラスが集合して「場」をつくる。
舞うように敷地全体に広がるテラスはそれぞれ個性をもちつ
つ、同時に、複数のテラスが集合することで大きな機能をつ
くりだします。例えば、床と屋根の二枚の個性的なテラスが
組み合わされて特徴的なレストランとなります。同様にして、
エントランスホールなどが出来上がり、更に大きなグループ
のコモンエリアをかたちづくります。大ホールエリアや小ホー
ルエリアも同様に出来上がり、全体としては、これらのテラ
スの集合体が融合してひとつの一体的な文化施設となります。
変化する「場」のありかた。
それぞれの個性と機能をもつテラスは、使い方に合わせて、
その集合の仕方が様々に変化し、いろいろな「場」を生み出
します。あるときには、レストランのテラスと屋外劇場のテ
ラスが結びついてジャズイベントが行われたり、石舞台、水
舞台、緑のテラスなどが結びついてアバンギャルドなモダン・
コンテンポラリーダンスが行われたりします。また、複数

のテラスを個性的につなげあわせて独自のウエディングパー
ティなどが日常的に行われる風景も素敵かもしれません。大
ホールでの演目の合間に、客席と結びついたテラスで食事を
したり、また、ボックス席と結びついたテラスを貸し切って
プライベートに演目やその幕間の時間を楽しむのも良さそう
です。終演後には、来場客が流れるように外のテラスを渡り
歩いて、心地の良い風にあたり、余韻を楽しみながら帰路に
至る、というような使い方もできます。遺跡公園、屋上庭園、
空中展望テラスを公園のように自由に散策もできます。阿波
おどりのフェスティバルのときには、敷地すべてのテラスを
使い、様々なイベントを同時多発的に行うことも可能です。
このようにして、「あわ文化４大モチーフ」（＊１）や「あわ
３大音楽」（＊２）さらに、「４つの施設の使命」（＊３）など
の様々な活動にあわせて、その都度、テラスの集まり方が再
構成され、新たな「場」が生まれます。徳島という地域の文
化や活動の多様性に対しても、日常に対しても、また、時代
の変化とともに生まれる新しい文化芸術に対しても、柔軟に
対応できる施設となります。

地上レベルでは公園のように建
物に入ってくる場所がいくつも
あり、誰でもふらっと入れるよ
うな、まちとの新しい繋がりを
つくります。
建物内は一般客の EV が敷地全体
に分散して配置され、スタッフ
用 EV はバック機能とスムーズに
連動するように配置されていま
す。エレベータで主要なテラス
には移動でき、またそれぞれの
異なるレベルのテラスはスロー
プで繋がれバリアフリーに配慮
した動線計画となります。

テラスの個性と集まり方

●建物構成 敷地内に大ホール棟を北側、コモン棟を中央、小ホール棟を南側に基本的な配置をとります。それぞれのテラスは重なりながら平面的に広
がるので、分断されることなく連続して一つの建物となります。大ホール舞台は北側に箱状で機能的に配置され、フライタワーの屋根から
建物全体へとテラスが舞う様に広がっていきます。大ホール舞台の東西に大ホールのバック機能と、コモンエリアのバック機能を配置します。

大ホール
小ホール
コモン
コモンバック
大ホールバック

①阿波藍
②阿波人形浄瑠璃
③阿波おどり
④ベートーヴェン・第九 

＊１ ＊ 2 ＊ 3①邦楽
②ジャズ
③クラシック

①徳島ならではの新たな文化芸術の創造・魅力発信 
②文化芸術の未来を担う人材の育成
③優れた文化芸術を鑑賞する機会の提供
④国内外の多くの人々が集い，県全体の活力を向上 

�
�



	
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
$

�
�
!

�
�


�
�

�
�
�
�
�
�

#
�
�
�

%
&
'

#
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

"
�

�
�

(
�
�

�
�
�
�

�
�
�

	
�
�
�

 
�

/$�* !,���&QI � �

'	.$-	� >H��).��
.�� � � � � � �

0Qlpq$-	� 0Qlpq2]g=��� � � � � � �

TC$-	� g=TC��* � � � � �

���$-	� nf��� *�o6 � � � � �

!(	"��$-	� �� *�o6 � �

eOF8M$-	� eOF8MTC � � �

9$�* 
�!.�!,���&QI � � � � � � �

J<XkY \ULVY � � � � � � �

@75���
 �)��#�� � � � � � �

J<ZW_^4 o6�".� � � � �


�!.����% �����*�o6 � � � � � � � �

�.�(.�B4 g=VY � � � � � � � � � �

	".�B4 am � � � � � � � � � � �

[d:P am � � �

�����	

��� o6�".� � � � � � � � � �

?bD ?` � � � � � � � � �

N3�(� >H�".� � � � � � � � � � � �

GbD G � � � � � � � � �

+��(.�(� nf��� *�o6 � � � � �

J<j4 
������g=���� � � � � � � � � � �

RK�(� o6�".� � � � � � � �

K1TS�(� TCh�".��am � � � � � �

J2cP am � � � � � � � � �

;E�(��Ai

�����������
�	�


テラスの使い方表 複数のテラスで行われるイベントの例

①公演ライブビューイング
小ホールや、多目的スタジオ、オー
プンエアシネマでは、大ホールで
行われている演奏を同時中継で楽
しむことができます。

⑨藍染体験ワークショップ
屋外ワークショップ広場で藍染を
行い、石舞台で完成した藍染の衣
装でダンス、水舞台では吊るした
藍染の幕に囲まれてダンスができ
ます。最後は展示ホワイエで藍染
作品を展示します。

⑧蚤の市（朝市）
日曜日にはエントランス広場や、
イベント広場、待合テラスで蚤の
市が開かれたくさんの市民が集ま
る場所となります。

⑩徳島を知る散策路
この場所を訪れた人は散策しなが
ら、遺跡公園で徳島の歴史を感じ、
空中展望テラス、屋上庭園では徳
島の景色を楽しむことができます。

⑥公演と食事
歌舞伎公演の幕間には、ホワイエ
からテラスを渡り歩いて、レスト
ランで簡単な食事をとりながら過
ごすことができます。

④阿波おどり練り歩き
阿波踊りフェスティバルの時に
は、小ホールからスタートし、イ
ベント広場を通って、エントラン
ス広場から市道に出ていくような
練り歩きが繰り広げられます。

大ホール 小ホール コモン

①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩

⑤屋上庭園ウェディング
空中展望テラスをバージンロード
と見立て、屋上庭園で挙式を行い、
レストランテラスで披露宴を行う
など、様々な場所を組み合わせて
独自の結婚式が行えます。
⑦大規模アートイベント
屋内では各部屋で展示を行い、屋
外ではテラス全体に点々と彫刻作
品を置くなど、建物全体が美術館
のようになるような大規模なイベ
ントを行うことができます。

②屋外劇場コンサート
屋外劇場で行うコンサートでは、
レストランテラスや、展示ホワイ
エテラス、青空テラスから屋外劇
場を眺めることができます。

③ストリートミュージック
駅から建物の中を巡る中で、待合
テラス、エントランス広場、空中
展望テラスで、ストリートミュー
ジックと出会えます。

＊テラスの使い方表の赤丸部分が、下記のイベント例で使
用するテラスをそれぞれ示しています。 
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樹木

植栽

ベース
北側と西側 遺跡の周り 東側高木

多湿の日向山の日陰明るい日向桜の下 ススキの広場芝生広場

Pi：クロマツ 
Ko：コナラ
など

ナカガワノギク
など

キレンゲショウマ 
など

ニガナ
など

ハコベ
など

ススキ 和芝

Or：オオヤマレンゲ
Ka：カマツカ
など

Mu：マルバウツギ 
Ts：ツクシハギ 
など

クジャクシダ
カレックス
イヌワラビ 

スイカズラ
タニギキョウ
など

カレックス
シロツメクサ

中木 低木

大ホール搬入ヤード

大ホール搬入出入口

大ホール舞台関係者動線 エントランス入り口

カフェ＋ショップ 小ホールホワイエ
イベント広場

エントランス広場から見上げる

開放的な小ホール

メインエントランス 多目的スタジオ

メインエントランスの近
くに独立した十分な面積
のクロークを確保します。屋上へ向かう EV を配置します。

大きなエントランス広場からは、メインエントランス、活動室、多目的スタジオ、カフェショッ
プ、ショーホールへとスムーズに移動することができます。

大きなエントランス広場からは、メインエント
ランス、活動室、多目的スタジオ、カフェショッ
プ、小ホールへとスムーズに移動することがで
きます。たくさんのスラブの重なりの隙間から
光が差し込み明るい広場空間となります。

壁が全面ガラス張りでガラス越しに内部が見えること
で、敷地内のランドスケープと一体化しさまざまな演
目が街ゆく人たちの日常的な風景となっていきます。リハーサル室

6m の天高をとったリハーサル
室では、公演の練習だけでな
く、練習室として貸し出すこ
とができる位置に配置します。

11t ガルウィング車が 2 台横付
けできるように、地面から1.1m
の位置にプラットフォームを
設けます。十分な長さの庇を
設けることで雨天時の搬入に
も対応できます。
搬入扉は舞台の扉とずらして
配置することで搬入時の外部
からの騒音や光の遮断へ対応
します。

交差点隅きりから 5m の距離
をとり、キャンチレバー構造
にすることで埋蔵文化財を傷
つけないようにし、5m 幅の搬
入動線を確保し歩行者の安全
に配慮した計画としています。

舞台関係者の動線が搬入経路
とバッティングしないように
東西に通用口を設けます。入
り口には段差解消機を設け、
付近には楽屋事務室を設け出
演者の確認が容易に行えます。
アーティストホワイエを一階
に配置し舞台へのスムーズな
移動を可能にします。

大ホール B1 バック計画
東側に大ホールバックヤー
ド、西側にリハーサル室関係
とコモンエリア関係諸室を設
け明確な機能配置とします。

市道中州徳島線に面した
ふらっと入れるカフェ＋
ショップです。地域と連携
をしたショップでは徳島
のお土産を購入すること
ができます。

メインエントランスでチケットを購入してからこのホワイエ
に地上の庇空間を通って訪れます。エレベーターは共有され
上部の石舞台や、屋上庭園へとアクセスすることができます。
コインロッカー、トイレを地下に設けて地上は開放的な空間
とし、1F ホワイエ部分には最小限のトイレを確保します。

多目的スタジオと小ホール
のバック機能を地下にまと
めて配置することで、多目
的スタジオと小ホールが最
短経路で繋がります。

大ホールと小ホールのチケットを購入できる
チケットセンターと、建物全体の案内役とな
るレセプションがある中心的な存在です。
多目的スタジオ、各活動室などを訪れる人々
はまずレセプションを訪れて利用状況を確認
し鍵を借り、エントランス広場を通って各施
設を利用します。
開放的なメインエントランスでは地域の産業
や文化活動が展示され、他県からきた人たち
に徳島の文化を知ってもらえるスペースにな
ります。LED パネルの案内板で現在施設全
体で行われている公演、イベント情報を知る
ことができます。

半地下の有効高さ 6m をもつ多目
的スタジオではブラックカーテン
を閉めると、閉ざされた空間で演
劇の発表会などを行うことができ
ます。ブラックカーテンを開ける
と地上から中の様子を覗くことが
できます。
半地下のオープンホワイエから多
目的スタジオにアクセスすること
ができ、また椅子やテーブルが置
かれ休憩スペースとして使えます。

重なり合うテラスの間から光が入り込み風が流れ込ん
でくる気持ちの良い一階広場でフリーマーケットなど
のイベントを行うことができます。また小ホールホワ
イエと連携をしてイベントを行うこともできます。

地上から埋蔵文化財のレベルまでス
ロープで繋ぎ、誰でも自由にアクセ
スができる遺跡公園をつくります。

エントランス広場に面
したセミナー室では、
外部空間と一体的に使
用することができます。

車寄せを設け、市内から車で
こられた利用者へスムーズな
施設へのアクセスを促します。

歌 舞 伎 で の 水
の 使 用 に 対 応
で き る よ う に
衛 生 設 備 を 舞
台 の 下 手 側 に
設置します。

外部に 2 台、内部に 2
台の EV を設置し幅広
い 利 用 者 に 対 す る ス
ムーズな動線計画とし
ます。

線路側と景色を柔らかく分け
るススキなどの背の高い植物
のガーデンを計画します。

小ホールの搬入ヤード
11t ガルフィングが
横付けできるようプ
ラットフォームを設
置します。

B 地区の敷
地沿いに東
西を連結す
る新しい市
道を計画し
ます。

既存のサクラに囲まれ
たガラスのホールが街
の風景に溶け込みます。

一般席の上部にガラス
張りの区画された観覧
室を設け、特別な環境
での鑑賞が可能となり
ます。

小ホール関係者動線
多目的スタジオ側、搬入口側の両方からアク
セスすることができます。通用口付近には楽
屋事務室を設け、出演者の確認が容易にでき
るようにします。

大道具庫を側舞台に接続する
ように配置することで、道具
の出し入れを簡単にします。

小ホール客席数
オープン時：504 席
プロセニアム時：300 席

大 ホ ー ル の 北
側 に 2 台 の 身
障者用、6 台の
ス タ ッ フ 用 の
駐 車 場 ス ペ ー
ス を 設 け ま
す。 フ ラ イ タ
ワ ー の 屋 根 か
ら LED パネル
を 吊 る す た め
の、 設 置 作 業
ス ペ ー ス と し
て 使 う こ と が
できます。

レセプション
で活動室の貸
出の管理を行
います。

地 階 に つ な が
る 扉 は 防 水 扉
使用とします。

1F 平面図 1/600

B1F 平面図 1/600

平面計画　1F+B1

B1F 平面図 1/600

N

N

N

ランドスケープ凡例
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ワークショップ+情報センター

音楽や芸能の練習室

小ホールの照明計画

新駅舎との接続待合ソファ 待合テラスコモン棟エリア

事務室

事務室

客席用 WC

客席用 WC

中央管理室・
警備員室

応接室・
館長室

多目的スタジオ

待合テラス
新駅舎

カフェホワイエ吹き抜けメインホワイエ 水舞台

駅から訪れた人々が
施設全体の案内を知
ることができるサテ
ライト受付がありま
す。
待合テラスと一体的
にワークショップを
行 っ た り、 ワ ー ク
ショップ · 活動室で
つくった作品などを
待合テラスに展示し
たりできます。

天井が高く、音響設備が
整った活動室です。小ホー
ルの演目の練習場、楽屋
として主に使用できます。
備品庫、更衣室を備えま
す。西側にバックを設け
西日対策を行います。

新駅舎の跨線橋から同レベ
ルとなる約 GL+6m で接続
できるように待合テラスと
の接続を計画をします。

大きな屋根のある待合テラスで
は電車から訪れた人々を迎え入
れ、また電車を利用する人の待
ち時間を過ごす場所となりま
す。
ワークショップ情報センターに
ある図書スペースから本や、雑
誌を持って待合テラスで過ごす
こともできます。
待合テラスでワークショップや
イベントなどを活動室と一体的
に利用することができます。

仮設花道
歌舞伎、日本舞踊の
みならず、阿波踊り
などの多彩な演目の
演出でも利用できる
よう、本花道と脇花
道を設けます。
舞台面と水平になる
ように中廊下まで仮
設花道が設置できる
よ う な 断 面 計 画 に
なっています。

オーケストラ
ピット
100 ㎡ の オ ー
ケストラピッ
トは、利用し
ていないとき
には客席を配
置したり、舞
台の一部とし
て利用できま
す。

壁面をギャラリースペー
スとして活用します。現
在公開中の公演のポス
ター、演奏家のサイン、
これからの公演の情報な
どを展示します。またソ
ファを配置し休憩できる
場所とします。

技術室
フォロースポット室、調光操作室、音
響調査室は客席上部に配置します。廊
下部分の舞台上手側に調光室、下手側
に音響調整室を機能的に配置します。

小ホール客席は、LED 照
明により電球色～昼白色
の色温度調整を可能にす
るシステムで構築します。
これにより小ホールの特
色である全面ガラス張り
の特色を生かして、劇場
内に限らず外から見ても
温かみのある雰囲気や明
るい雰囲気の調整が効果
的。公演に応じて客席の
雰囲気を変えることが可
能です。

ドリンクや軽食を販売する場所となり、テラス部分ではカフェテーブルやソファに座ってくつろ
ぐことができます。カフェから他のホワイエ にもケータリングを運んで各階でドリンクや軽食
が購入できるようになります。

大ホールに集まる人々が集まれる吹き抜け大空間です。一階でもぎりをしてこのメインフロアに上
がってきます。テラスの屋外部分にも自由に出ることができ、公演時にはテラス部分でチケットの購
入者と一般利用者が入ってこれないようにもぎりチェックポイントで管理をします。

一般時に使う 2F 以上にあがる階
段は、浸水時には高場に避難で
きる浸水対策避難ルートとして
機能します。

ピアノの搬入動線は
小ホール棟 2 階より接続

水都をモチーフに水深の浅い水盤を張った水の舞台。日常的には子供たちが自
由に水盤の中で遊ぶことができます。水盤は水舞台として公演やイベントを行
うことができます。水の淵には LED 照明を設置し、夜には美しい景色を眺める
こともできます。水盤の水は必要によって無くした状態にすることもできます。

大ホール用中楽屋・小楽屋 一般席 大ホール座席数 ダンス・バレエの活動室
楽屋は角部屋とし、十分な採光が取れた明るい部屋に
なります。休憩時間に棟屋上のアーティストテラスに
出て、気持ちの良い自由な時間を過ごすことができま
す。また、VIP楽屋は舞台に近い2Fへ配置します。

座席の前後の間隔は 1000mm 以上とゆったり
とした計画とし、舞台が見やすいように千鳥
状に座席を設置します。座席には県産材を使
用した木製の椅子をつくります。

4F:207 席 ( 内 車 椅 子 4 席 )、3F:338 席 ( 内
車 椅 子 6 席 )、2F:361 席 ( 内 車 椅 子 2 席 )、
1F:1048 席 ( 内 車 椅 子 14 席、 観 覧 席 6 席 )、
合計 1954 席となっています。

壁面の一部には収納式の大きな姿見をもち、
高めの天井高さ確保します。床はダンスの練
習ができるようにバレエ用スプリングフロア
とし弾性のある素材にしています。

観覧室
一般席からは区画されたゆったりとくつろ
げる観覧席は、ホワイエから直接出入りで
き、舞台がよく見える位置に配置されます。

オープンホワイエ
大きなテラスに面したオープンホワイエで
は読書、談話、簡単な食事をおこなうこと
ができます。

屋外観覧席
屋外ステージとなり舞台を眺められる段々状の客席
テラス。小ホール舞台の下手側が開き屋外ステージ
として使用することができます。客席テラスの下に
は駐輪場と敷地東西を繋ぐ歩道空間となります。

事務室からメイン
エントランス・レ
セプションには各
階 か ら で つ な が
り、広場部門との
迅速な連携が可能
です。コモン棟の
事務機能はメイン
エントランスに近
い大ホール舞台下
手側にまとめ、機
能的な動線を確保
します。

二階部分に大楽屋と中楽屋を
配置し、シャワー室、給湯室
を楽屋近くに備えます。

待合テラス

ワークショップ

情報コーナー

新駅から

サテライト受付

2F 平面図 1/600N

平面計画　2F
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人形浄瑠璃 · ミニコンサートホワイエ花びらのようなテラス席やオーケストラピットの見える席 オープンエアーシネマ

舞台を眺めることができるホワイエ アーティストテラスホワイエ客席動線 屋上庭園

阿波踊り

屋上広場

客席

ホワイエ

ホワイエホワイエ

通常時動線
避難時動線

避難階段

避難階段

客席客席

客席

客席

仮設で人形浄瑠璃の舞台を組み公演を行うことができます。日常的にものの出し入れがしやす
いように、ホワイエ内に備品庫を設けます。また、人形浄瑠璃の他にもミニコンサートやイベ
ントにも使うことができます。屋外テラス部分でも連動してイベントを行うことができます。

大ホール客席の構成は、テラス客席を上下階でなるべく重ならないように配置し、サイトラインと質の良い
音環境をつくるよう計画されています。宙を舞う花びらのようなテラスによる多種多様な客席の配置により、個性の
違う楽しみ方を観客に届けることができます。例えば、舞台の近くに位置する席からは、オーケストラピットの中
を覗くことができたり、学生が勉強のためにこのテラスを貸し切ることもできます。

小ホールの屋上には LED スクリーンを舞台側に配置したオープンエ
アーシネマとなります。段状になっている開放的なテラスに座りなが
ら夜間や日中にも上映会を楽しむことができます。小ホールホワイエ
のエレベータから上がってアクセスすることができます。

テラスからは埋蔵文化財の徳島城跡を上から眺めることができ、室内部分では埋蔵文化財に
関する小さな展示スペースを設け徳島の歴史を感じることができます。公演時以外の時には
埋蔵文化材を眺めるビュースポットになります。

埋蔵文化財ホワイエ大ホール用大楽屋
大楽屋では阿波踊りの公演を行う際の連の待機場所
としても利用できます。エレベーターのすぐ近くに
あり、舞台への移動もスムーズに行えます。

大ホール用中楽屋
中楽屋では同時に 15 人程度が化粧前を利用で
きる設備を備え、角部屋とすることで明るい部
屋となります。

普段は電車を待つ待合
スペースとして利用で
きるますが、阿波踊り
フェスティバルの時に
は観客席になります。

独立した場所で楽屋部分か
らのみアクセス可能になっ
ており、アーティストたち
が相互に交流する憩いの場
となります。他のテラスと
はレベル差があり、視線は
植栽で遮られるようになっ
ています。屋根があるので、
雨の日でも打ち合わせや飲
食など自由に過ごすことが
できます。

ホワイエには窓が開いているため、ホー
ルの舞台の様子を眺めることができます。

2F か ら 4F ま で ダ イ ナ ミ ッ
ク な 大 き な 吹 き 抜 け の 大 空
間となります。

バリアフリーへの配慮として、
ど の ス ラ ブ へ も ス ロ ー プ か エ
レ ベ ー タ ー で ア ク セ ス す る こ
と が で き る よ う に、 断 面 計 画
を考慮します。

屋外観覧席や小ホール搬入ヤードを
使用する際に、雨風への配慮として
大きな庇を設けます。

屋外音楽練習場
音楽や芸能の練習室の上階に位置するテラ
スでは、屋外でストリートの演奏や練習を
行うことができます。

もぎりチェックポイント
大ホールでの演目の休憩中に外の空気が吸いたくなったりちょっと屋上庭
園で休憩したりできるよう、管理エリアと一般エリアの堺にはもぎりチェッ
クポイントを設け、演目中でも気軽に施設を散策することができます。

阿波踊りストリート
阿波踊りフェスティバルの時には、一階部分で阿波踊り
の会場にもなります。通常時はホワイエに

ある大きな螺旋階段
を使用し上の階へ移
動し、ホール内の客
席へアクセスします。
避難時には、廊下の
先にある X 階段によ
り二方向避難を行い、
十分な避難経路を確
保し、大ホールが収
容する大人数の避難
を可能にします。

徳島中央公園に面する
形でフライタワーの大
きな面が広がります。
LED ス ク リ ー ン を フ
ライタワーの上のスラ
ブよりアイボルトを使
用して吊る機構とし、
特 大 ビ ジ ョ ン で LED
技術のアピールが可能
です。
LED パ ネ ル の 活 用 方
法としては、大ホール
小ホールの公演をライ
ブで流したり、 地元の
選手が出場しているオ
リンピックやワールド
カップなどスポーツの
国際大会のパブリック
ビューイングや、徳島
県各地で行われている
イベント（花火大会等）
やデジタルアートイベ
ントの様子を流しま
す。e スポーツやゲー
ム大会なども実現可能
です。
また、イベント時にプロ
ジェクションマッピング
用としても壁面を使用す
ることも可能です。

3F 平面図 1/600N

平面計画　3F
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屋上展示スペース

空中展望テラス

連携したパフォーマンスイベント
水舞台、石舞台、屋上庭園がそれぞれ隣接した配置計画
となっているので、それぞれのステージの個性を活かし
たそれぞれのステージならではのパフォーマンスが相乗
作用的に連動しあった全く新しいパフォーマンスイベン
トが可能となります。

客室全体を眺めるテラス ボックス席と
プライベートホワイエ 周辺環境との連続性 レストランテラスから

の眺め 屋外劇場

丘のようなテラスを登った先の空中展望テラ
スからは、徳島の街並みと眉山の景色が一望
できます。公演の終わりに夜風にあたりにふ
らっと散策なども可能です。バリアフリーへ
の配慮として、エレベーターによりアクセス
することも可能です。

大ホールのフライタワーの外壁や
屋外テラススペースには市民の活
動やアーティストを招いて作品を
展示することのできる屋上展示ス
ペースを設けます。

災害時に活用
できる受水槽
と、発電機を
6 F レベルに
備え浸水対策
を行います。

応接室は館長
室から直接出
入りができる
ように隣に配
置します。

ホワイエと客席の壁がガラスで構成
され、ホワイエから様々な高さにあ
るテラス客席を見ることができま
す。

目 の 前 に 見 え
る 市 庁 舎 公 園
の 大 き な 植 物
を 眺 め な が ら
ホ ワ イ エ で
ゆ っ く り と 待
ち 時 間 を 過 ご
す こ と が で き
ます。

一般席と区画された、専用の
ホワイエを持ったゆったりと
したボックス席を設置します。
小さな独立したテラスを貸し
切って使うことができます。
食事をしたり、お酒を飲んだ
り、演目の前後や、休憩時間
に特別な時間を過ごすことが
できます。3F 下手側と 4F 下
手側と上手側の全部で三つの
個性ある場処に設け、特徴の
ある座席配置としました。

石舞台
阿波の青石が敷き詰められたテラス。
青石が敷かれた屋外ステージと階段状客席があり、屋外イベン
トや屋外コンサートを行うことができます。小ホールホワイエ
エレベーターからアクセスすることができ、石舞台から小ホー
ル上部の屋上庭園に移動することができます。

大きな屋外スペースを持ったホワイエ空間では、
休憩時間に屋外のテラス席で開放的な場所でゆっ
くり過ごすことができます

展示ホワイエ
公演に関する展示や、藍染の作品や徳島のアーティス
トの作品などを展示します。大ホールの屋根にも屋外
展示スペースが設けられ、この展示ホワイエから連続
して屋根空間まで楽しむことができます。

青空テラス
レストラン利用者が屋外テラスとして「青
空テラス」を利用できます。屋外劇場側に
に伸びるスラブは緩い勾配になっており、
テラスに座って屋外劇場で行われる公演や
パフォーマンスを眺めることができます。
見る視点が異なるので屋外劇場のレベルで
の鑑賞とは違う楽しみ方ができます。

ソーラーパネル
合計 3 枚の大きなスラブの全面に
ソーラーパネルを設置して環境へ
配慮します。

アーティストテラス
ソーラーパネルスラブ下の屋外空
間を演者の利用できるプライベー
トテラスとして計画します。

プライベートホワイエ 2
専用のホワイエ を持った一般席と区画された
ゆったりとしたボックス席。東側には眉山の
景色が広がります。

プライベートホワイエ 3
専用のホワイエ を持った一般席と区画され
たゆったりとしたボックス席です。

人形浄瑠璃、JAZZ 演奏、屋外映
画館、邦楽演奏を行うことができ
るウッドテラス。
普段は何も置かれていない大空間
で、仮設でステージを組んだり、
テラス全体で公演を行ったり様々
な使い方をすることができる屋外
劇場です。屋外劇場部分だけでな
く、レストランテラスや、ホワイ
エテラスから、この舞台を長める
ことができます。

レストランから屋外劇場
と屋上庭園を眺めるうこ
とができます。屋上には
青空テラスとして屋外で
食事を楽しむことができ
ます。夜には JAZZ バー
や音楽イベントのホール
へと様変わりします。ま
た、レストランテラスか
ら伸びる庇が屋外劇場の
屋根にもなります。

ピアノの搬入動線は
大ホールバック 4 階より接続

4F 平面図 1/600

5F 平面図 1/600

屋根伏図 1/1000

平面計画　4F+5F+RF
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音響解析 1 階席 音響解析 3 階席

凡例
一次反射
二次反射
三次反射

客席をブロック分けして立ち上げ
ることで生まれるテラスから近く
の客席に反射音が届きます。

ヴィニヤード型ホールと同様に、テラスバルコニーのガラス
の手摺壁から近く客席に反射音が届き、それだけではなく、
テラスバルコニー下の客席にも、傾斜した壁と天井を経由し
た反射音が届きます。

反射音線図

花びらが舞うような大ホール

グラスウールを基材
にした吸音パネルシ
ステムです。　高密
度なグラスウールに
無機鉱物系のビーズ
層が練り付けてある
アコースティックパ
ネルを下地に貼り、
大理石粉体ベースの
左官塗材で塗り仕上
げます。

青ライン吸音材位置　4F

吸音材
�

5400 5400

トラス

チェンブロック

アイボルト＠5400
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BASWAPhoon( 吸音材 )

M 点

● LED サイネージ +プロジェクション

●サイトライン 

1F 客席（前から 8 列目右より） 1F 客席（最後尾真ん中の右より） 3F客席（テラス席前から4列目右より） 4F客席（テラス席後ろから２列目真ん中）

大ホール客席内観 大ホール舞台内観

●音響計画

①大型 LED スクリーン ②複数 LED スクリーン ③プロジェクター投影

用途別の最適残響時間と大ホールの残響時間

舞台音響反射
板設置時はコ
ンサートホー
ル、舞台幕転
換時にはオペラ
ハウス・会議場
のそれぞれ適し
た長さの響きと
なります。

吊り方（アイボルト設置位置）

スの席に座った時に、違う音の楽しみ方を観客に届けることができます。また、多種多様な客席の位置により、
舞台上のパフォーマーとの異なる親密感をつくりだし、それぞれの席に特別な価値観を与えます。
また、演者にとっては、整然と並べられた人の群れとしての客席ではなく、様々な方向からの熱い視線を感じ、
画一的な雰囲気の客席とは全く異なる、華やかに人に囲まる雰囲気のなかで演じることができます。このよう
にして、舞台と客席の双方向の熱気のある対話ができる空間となります。空中に舞う花びらのようなテラスに
座り、夢のような世界で様々な演目を楽しめるホールを目指します。

複数の異なる形状のテラスが、花びらが舞うかのように集まることによって、ひとつの大ホールをかたちづく
ります。まず、最下階の客席は、伝統的な馬蹄形状の一枚の大きなテラスでつくられ、プロセニアムアーチ越
しに舞台へ対面する客席配置とします。上部空間には、通常、ボックス席が整頓されて並べられることが多い
ですが、本計画では、複数のテラスを、あえて一見、ランダムに見えるように配置し、客席とします。そのよ
うにすることで、異なるテラス同士の関係によって平面的には凹凸が、断面的には高さの違いが生まれ、効果
として、一般的な客席形態に比べて、一層上質な音響を作り出すことが可能です。更に、それぞれ異なるテラ

ランダムに配置された客席テラスのエッジと下面を経由して下階席に様々な方向から反射音が到来し、
明瞭かつ豊かな響きが生まれます。舞台上の音響反射板と幕との転換、客席空間上部の吸音カーテ
ン収納・設置などの音響可変要素により、第九演奏会から講演会まで様々な公演・イベントに適した
長さの響きが得られます。RC 壁により外部・周辺と遮音区画を行い、各設備に適切な振動・騒音対
策を施すことで、ホールに適した静けさを実現します。

大ホールの公演を映し出したり、さまざまな場所で行われる阿
波踊りフェスティバルをいくつかのスクリーンで同時的に映し出
すなど、壁全体にプロジェクションなど様々な使い方ができます。

阿波和紙を用いた綴織緞帳

徳島の県産木材を用いた劇場スツールのイメージ

●藍染緞帳・県産材の椅子

伝統的な徳島の藍染をした糸を使って、青
い花びらが空に舞うようなイメージを表現
します。綴織の特徴である緻密な配色設計
により、美しいグラデーションをで全体が
構成されます。 さらに、表面を立体的にみ
せる変化組織や、 異素材の和紙の糸を要所
に採用することも計画しています。 藍染の
緞帳は天然染料ならではの経年変化を楽し
む事ができて、 次第に味わいのある緞帳へ
と育てていくことができます。

徳島の県産材を用いて劇場の椅子を製作
します。椅子の背板・笠木・座面表面・
肘木・肘枠表面に県産木材を使用します。
地域の県産材の利用した経験が豊富な
椅子製作企業と、徳島の企業のコラボ
レーションを検討しています。

スペック参考例
製品名 :WinVison1875(P18.75)
解像度：W1,920px × H1,088px
総容量：約 450kW
総重量：約 12,000kg
サイズ：W36,000mm × H20,400mm

フライタワーの天井から様々なサイズの LED スクリーンを吊れ
る機構により大型モニターを設置し、公園から眺めることがで
きます。軽量 LED ビジョンを想定しています。建物の北側に迫
り出す 4 枚のテラスにアイボルトを設置し、一般的には鉄骨ト
ラスで構造を組んで LED スクリーンを持ち上げるところを、上
から簡易的に吊るすことが可能になります。また、イベント時
に大きな壁面にプロジェクションを行うことも可能です。

ホワイエの空間と使い方
一つのブロックのテラス席は一つの専用のホワイエを持
ちます。客席とホワイエはRC 壁で仕切られますが場所
によってはガラスの窓をもち一体的な空間としています。
・客席内がうかがえる窓のあるホワイエ
・外部テラスと一体的な半野外のホワイエ
・パブのようなドリンクカウンターがあるカジュアルなホワイエ
・カフェのようなテーブルと椅子があるゆったりくつろげるホワ
イエ
・アフターコンサートのパーティーのできるホワイエ
・公演に関するレクチャーやミニコンサートが可能なホワイエ
・公演に関する展示やミニショップのあるホワイエ

客席照明
最新の LED 客電により、電球色～昼
白色の色温度調整を可能にします。作
品ごとに客席の雰囲気を変えることが
可能になり、演出的な幅が広がります。

舞台客席
細分化されたテラス席は視覚
的にも響きの点でも席を選ぶ楽
しさをもたらし、それぞれのホ
ワイエもテーマ性のある特徴あ
る空間としています。

舞台照明
大ホールの舞台照明は、コンサート・ミュージカル・
演劇・歌舞伎・舞踊などあらゆるジャンルに対応で
きるシステムで構築し、ハロゲンに加えて LED 照明
を加えて構築します。

展示壁
半 屋 外 の 外 部テ
ラスではフライタ
ワーの壁面が展示
壁となります。

LEDサイネージ＋プロジェクション
フライタワーの壁面に LEDス
クリーンを吊るしたり、プロ
ジェクションを投影すること
が可能です。

ヴィニヤード型ホールの客席配列の考え方 新しい客席配列の考え方

021-7/13



長椅子
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ガラス

吸音材壁仕上げ
BASWAPhoon( 吸
音材 ) を地下部分
の RC 壁 に 使 用 す
ることで、地上部
分がガラスであり
ながら十分な音質
環境を備えた多目
的スタジオとなっ
ています。
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染める回数によって濃淡をつくる配色

●オープン形式 ●プロセニアム形式　●前舞台形式

キャットウォーク

キャットウォーク

ピアノ搬入

搬入

地 下 壁 面 RC 部
分のの 50% へ吸
音材（音響プラス
ター） 仕 上げの
分散を行います。

フォロースポット室

可動客席（客席部）

観覧席利用者動線

技術スタッフ動線

技術スタッフ動線

演者動線

演者動線

観覧室

船底

仮設舞台

仮設客席
雨よけ庇として機能するスラブ

搬入ヤード
プラットフォーム

●小ホール以外での人形浄瑠璃の公演用途別の残響時間と小ホールの残響時間

多目的スタジオの残響時間

カーテンの開閉により、コンサート、バレエ・ダンス、
朗読会など、幅広い用途のリハーサルと本番の両方に
適した響きに調整します。

 オープン形式ではコンサートに適した長めの響き、プロ
セニアム形式では暗幕カーテンの開閉により様 な々用途
に適した響きの長さに調整できます。

暗幕カーテン

音響解析　前舞台 音響解析　プロセニアム音響解析　オープン

ガラス壁　断面詳細ガラス壁　平面詳細

B1 平面図暗幕閉時広場と繋がる

●音環境＋設備

地面に包み込まれる多目的スタジオ

屋外劇場

キャットウォーク
グリットパイプ

カーテン オープン
ホワイエ

EV

トイレ

街の一部としての小ホール

●藍染引きわり緞帳製作イメージ

ホワイエ

閉じた空間の大ホールに対して、小ホールは開放的に敷地全体のランドスケープとともに街へと連続していく
計画とします。大ホールと同様、複数の花びらのようなテラスが集合することによって屋根がかたちづくられ
ます。その下にガラスの透明な壁面で空間が柔らかく包み込まれます。客席は、演者と観客の相互の触発の
原点ともいうべき古代円形劇場のスタイルを元に構成します。舞台はオープンステージを基本に、古代円形
劇場でのオルケストラ部分を使ったエプロンステージの利用、仮設のプロセニアム舞台では演劇のみならず、

舟底を設けるなど人形浄瑠璃に適した空間としています。 開放的な空間でありながら、舞台への集中度を高
めつつ優しい雰囲気を作り出します。外部と一体化したホールで行われる活動は、街の風景の一部となって
ゆきます。また、舞台は外部空間と直接つながるように計画します。そうすることによって、たとえば、県民
参加型のジャズや阿波おどりなどの活気あふれるイベントを行うときには、まず、このガラスのホールでパフォー
マンスを行い、その後、外に出て、敷地内のランドスケープを利用したマーチングや阿波おどりの練り歩きな
どを行うことも可能です。ランドスケープと一体化し、他のプログラムと結びつき、更には、敷地を超えて街

の一部となってゆくホールを目指します。舞台の大きさと設備は、
阿波人形浄瑠璃、演劇、舞踏、室内楽のコンサート、邦楽や日
本舞踊などの県民の発表会の場として最適なものを備えるように
し、様 な々パフォーマンスに対応できるようにします。

一般席利用者動線

一般利用者動線

・ガラスで囲われた客席空間は古代の野外劇場のように外部と
一体的な雰囲気の中で公演を楽しむことができます。
・舞台はオープン形式として、舞台上にも仮設的に客席を設ける
ことで、最大席数は 500 席となります。
・舞台は主舞台と半円の前舞台部分
をつなげることで U 字型の舞台空
間が出現し新しい舞台表現を触発し
ます。

・オープン形式とプロセニアム形式の中間的形式として、前舞台
形式としての使い方を示します。プロセニアム形式のセッティン
グで引き割り緞帳を閉じ、前舞台のみを使う形式です。
・プロセニアム部分を閉じる方法とし
てはティーザーを兼ねた音響反射板
により閉じることも可能で、その時は
室内楽などの生音による音楽の利用
も想定しています。
・前舞台でのダンスや音楽、大道芸
なども含めたパフォーマンスを想定し
ています。
360 席数を確保することができます。

・舞台上手、下手に幕を下ろし舞台間口は12.5mから14.5m の
プロセニアムを形作ります。
・演劇をはじめとする舞台物の上演を想定し、客席のガラスの
部分には全面を覆う電動の暗幕を設けることで闇の空間を作る
ことができます。
・舞台と客席が上手、下手の幕によ
り仕切られることによる見切れ席を
除いた状態で客席数は 300 席を確
保しています。前舞台部分は客席と
して椅子を並べます。
・プロセニアム形式は阿波人形浄瑠
璃の公演を常時行えるように、大臣、
船底、背景パネルを設備し、見切れ
席には大夫台を仮設して活用します。

小ホール以外の場所で人形
浄瑠璃を上演するときは、
最低限必要な、太夫台、大
臣、 背景パネル、 てすり、
長椅子、ござを設置して簡
単に舞台をつくれるようにし
ます。屋内で行うときには手
すりを使う「隠遣い」、屋外
で行うときには人形遣いが
顔や全身を観客に見せる「出
遣い」とし場所ごとに違った
楽しみを味わうこともできま
す。

ウールサージの暗幕カーテンは吸音材としても活用で
きます。吸音カーテンにより、残響時間をコントロー
ルし音の響きが柔らかい質の良い空間になります。

閉鎖的な大ホール、開放的な小ホール対して、多目的スタジオは半
地下の落ち着いた環境でバレエ、ダンスの練習が行えます。小ホー
ルとは地下で繋がり、スムーズに荷物、利用者の移動ができる配置
となっています。カーテンを開けた状態では、地上から多目的ホー
ル内部を覗くことができ、壁・天井の吸音仕上げの分散配置とカー
テン出し入れにより、様々な創作活動に適した響きが生まれます。 

多目的スタジオでは練
習から、演奏会、講演
まで様々な用途に対応
できる設備を備えます。

シリンダーを並べた形のガラス壁面
は円形劇場平面による音の集中を
防ぐとともに、散乱反射により柔ら
かい響きが生まれます。
ウールサージの暗幕カーテンは吸
音の役割も兼ねており、響きの長さ
をコントロールして多目的な公演・
イベントに適した響きが得られま
す。大きな空気層を挟んだ２重ガラ
ス壁の遮音区画により、ホールに適
した静けさを実現します。

客席照明
LED 照明により電球色～昼白色の
色温度調整を可能にするシステムで
構築いたします。
これにより小ホールの特色である全
面ガラスを生かして、劇場内に限ら
ず外から見ても温かみのある雰囲気
や明るい雰囲気の調整ができます。

小ホールアクソメ図

多目的スタジオアクソメ図

鳴門の渦潮をイメージ
し た 藍 染 の グ ラ デ ー
ションが全体に広がる
デザインです。
染める回数によって生
まれる濃淡により、 シ
ンプルかつ豊かな表情
の緞帳です。

021-8/13
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防振壁

客席上部には音響的に適切な形状を
したＧＲＣによる天井反射板を設けま
す。

地上約 38m にある空中展望テラスか
らは徳島の町が一望できます。

音響反射板はフラ
イズ内のバトンへの
影響の少ない位置
に収 納し、舞台上
に設置した場合は
舞 台 奥 行 き 13m、
間口 18m の演奏空
間となります。

1 階席は中通路までは仮設花
道の設置に適した勾配とし、
その後方の席はより勾配をつ
けて良好なサイトラインを確
保します。

調光操作室、音響調
整室は 1 階席後方の
舞台全体の視認が最
もしやすい位置に設
けます。

新設躯体の残地地下躯体への干渉をなる
べく減らすような計画とすることでコスト
削減を考慮します。

小ホールの搬入ヤードへは大きな庇を
設け、搬入への配慮を行います。

各階のテラス席（バルコニー席）
は見下げ及び見上げのサイトラ
インを確保した勾配とします。

照明は舞台の手前から
奥まで照射可能な断
面計画とします。

BASWAPhoon( 吸音材 )
グラスウールを基材にした吸音パ
ネルシステムで壁を仕上げます。
高密度なグラスウー ルに無機鉱
物系のビーズ層が練り付けてある
アコースティックパネルを下地に貼
り、大理石粉体ベースの左官塗材
で塗り仕上げます。

多目的スタジオは半地下空間
となっており、壁面上部のガ
ラス面から外光を取り入れ、
練習や稽古に安心して打ち込
める環境を実現します。

舞台後方に楽屋ゾーン
を設置し多目的スタジ
オとの連携も図れるよ
うにします。

天井のグリッドパイプまで 6m の高
さを確保し、その上は 2m のキャッ
トウォークを配置し、作業性にも配
慮した断面計画としています。

舞台は人形浄瑠璃のための
船底を設けます。可動式の
大臣パネルと組みあわせて
簡単なセッティングで人形
浄瑠璃の公演ができるよう
に計画します。

引き割り緞 帳
は徳島県 産の
藍 染を採 用し
ます。

壁面上部の窓は防音ガラス
仕様とします。また吸音カー
テンを兼ねる暗幕を装備し
ています。

プロセニアムの間口
は 18m とし、高さは
9 ～ 12.5m の可変が
可能です。側舞台は
幅 9m と し、 上 手、
下手に同じ面積を確
保しています。

すのこは歩行用と滑車設置の
二段構成とし、作業性やメン
テナンスに配慮します。楽屋ゾーンは舞台上

手 の 1 ～ 5 階 に あ
り、1 階にはアーティ
ストラウンジを出待ち
室を兼ねて設けます。
舞台に近い階に小楽
屋、上階に向かって
中楽屋、大楽屋を設
けます。屋上にはプ
ライベートなアーティ
ストテラスを設け出番
前や出番後にゆっくり
とした時間を過ごす
ことができます。

客席外壁は空気層を持つ 2 重ガラスと吸音カー
テンにより遮音性能を確保し、さらに客席の室
内側に連続する凸形状のガラス面とすることで
室内音響に貢献する拡散形状も実現します。遮
光はガラス面を全面覆う暗幕を装備しています。
また、暗幕は吸音幕も兼ねています。

線路側には防振壁を設け振
動に対する十分な音響対策
を行います。

特殊中間幕を挟んだ合わせ
ガラスと一枚がガラスの間
に空気層を設けることで屋
外騒音を遮断します。室内
にはロール式吸音バナーを
設けることで、収納時と設
置時で用途に応じて響きの
長さを調整できます。

ホール天井仕上げ

防音ガラス

遺跡公園の青石擁壁

水舞台　床仕上げウッドデッキ　床仕上げ 石舞台　床仕上げ 屋上庭園　床仕上げ
断面計画
短手断面図 S=1/800 長手断面図 S=1/800

小ホール断面図 S=1/300大ホール断面図 S=1/300

多目的スタジオ S=1/300
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●防災安全計画

夏季

中間期

冬季

季節ごとの最適な換気システムで省エネルギーを実現

地中熱利用と外調機により外気の温度を下げて取り込み重力換気により大ホール
上部から排気することで省エネルギーで効率の良い換気を行う。

外壁面の多いプラン形状により自然風と階高を活かした重力換気により自然通風を
促す。

地中熱利用と外調機により外気の温度を上げて取り込み床下から給気、フライ
タワーを利用して煙突効果による大ホール上部の空気を回収し空調負荷を削減。

重力換気により熱を排出

地中熱利用

●換気計画（大ホール） ●コロナ対策

・プランの特徴として、建物全体が大
小のスペースに分散され、外気に十分
接している為、コロナ感染対策上優れ
た建物となっています。

・「新型コロナウイルス感染予防ガイド
ライン」に基づき利用者
1 人当たり 20 ㎡ / 時以上の機械換気設
備を設置しています。

・半屋外スペースでのイベントは屋内
でのイベント比べて密にならず新型
コロナ対策として有効です。

●AI の活用

・気象情報、施設の利用状況等の
ビックデータを基に AI が空調負荷を
予測し、最適な空調制御を行いランニ
ングコストを低減します。

・AI カメラにより施設内の利用状況を
測定し、混雑している場所を特定、デ
ジタルサイネージによりソーシャル
ディスタンスの確保を促します。

ダイアグラム

ダイアグラム

ダイアグラム

自然風

排気

排気

排気

AI カメラ

夏季

冬季

●空調計画（大ホール）

ホワイエと客席を床吹出し空調（VAV）とし居住域空調によりエネルギーを
削減します。

高低

シミレー
ション

シミレー
ション

光

光

風

熱日射制御：深い軒庇による日射熱軽減
自然採光：ライトシェルフによる自然光利用、照明エネルギーの低減
自然通風：中間期の自然風利用換気、大小さまざまな半屋外空間からの自然換気

地中熱利用   ：地中熱を利用した換気による空調負荷軽減
緑 屋上緑化：屋上緑化により日射熱軽減
太 ｿー ﾗー ﾊ゚ ﾈﾙ      ：太陽光の利用により電気エネルギーの低減

ｿー ﾗー ﾊ゚ ﾈﾙ     

風

風

風

風
風風

風

風

自然通風

自然通風
自然通風

光 日射制御
光 日射制御

光 日射制御
緑

緑

屋上緑化
屋上緑化

光 自然採光

津波対策：浸水時にも負荷を制御して 3 日間必要な動力と飲料水を確保します。

災害時の一時避難場所：分散した複数の空間がプライバシーとコロナ対策に優れた避難場所となります。
津波からの避難ルート：分散した 2 階への階段が津波の際にスムーズな避難に役立ちます。

光 日射制御

熱 地中熱利用
風

防水扉 防水扉

浸水レベル

熱

熱

地中熱利用熱

地中熱利用熱

太

太 ｿー ﾗー ﾊ゚ ﾈﾙ     

発電設備
電気室
受水槽

●環境配慮計画

大ホール 小ホール

エントランス

ホワイエ

大ホール 小ホール

エントランス

ホワイエ

多目的スタジオ

多目的スタジオ

大ホール

エントランス

ホワイエ

大ホール

エントランス

ホワイエ
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冬季夏季

3659 [kWh/日] 4564 [kWh/日]

設計変更の度に計算を行います

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%全体の一次エネルギー消費原単位（基準値）

空調 換気 給湯 照明

(MJ/㎡年)

(MJ/㎡年)

大ホール棟　　小ホール棟　　広場　　楽屋　　管理

100%50%
一次エネルギー消費内訳

0%

空調 換気 給湯 照明

用途別の一次エネルギー消費原単位（基準値）
0 2,5002,0001,5001,000500

楽屋
管理

広場
小ホール
大ホール

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800

4592

5692

3342

4072

2892

3551

2595

2983
夏季の日射は抑えたが冬季
の日射が閾値に達しない

冬季

夏季

夏季の日射はそこそこだが
冬季の日射がもう少し欲しい

冬季の日射は十分だが
夏季の日射も多い

夏季の日射は抑えたが
冬季の日射が少ない

設計基準案 STUDY A STUDY B STUDY C

4KWｈ/㎡

2

0

快適温度域

〇物理現象から建築の形態を考えます。

外気温変動
①断熱と日射遮蔽で
室温変動を穏やかにする

②最小限のエネルギーで空調を
することで快適温度域にする

宙を舞う花びらのようなテラスは、個性豊かで多様な空間を演出するだけでなく、積層
することで夏季の日差しを和らげる庇としても機能します。テラスの形態は、建築家に
よる美的な直感、ならびに機能の組み合わせに伴う動線計画を含めた建築計画学的な観
点から骨格をかため、その後、熱・光・風環境の観点から適切なチューニングを施すこ
とで、環境に調和した形態へと進化させます。本建築は、①はじめに建築に十分な断熱
を施したうえで、建築の形態と光・熱・風といった物理現象の関係を丁寧に読み解こと
で環境を整えます。花びらの外郭から制御点を導き出し、これらを微細に変化させなが
ら、夏季は日射遮蔽、冬季は日射の確保を目的として、この相反する条件を調停する合

〇最小のエネルギーで最大の快適性を生み出すために、ビルディング・フィジックスの観点から建築をチューニングします。

［光と熱］はじめに設計の基準となる計画案の壁面に差し込む日射量を求め、年間のエネルギー消費量を考慮した閾値に壁面日射量が収
まるようにテラスの形態を操作し、日射量を変化させます。夏季の日射遮蔽と冬季の日射取得が閾値に入るSTUDY BとCの間に絞って形
態をチューニングし、理想的な壁面日射量に形態を近づけていきます。

［風］曲線を特徴としたポ
ーラスなデザインによりコ
アンダ効果が発生します。
建築全体に風が流れること
で、中間期には通風による
採涼効果が期待できます。

最適化された夏季と冬季の壁面日射量

〇ZEB orientedを目指します。

6.0ｍ/s0 3.0

風の圧力差が小さく、ビル風の
影響が少ないため、周辺の風環
境を乱すことなく、穏やかな風
が流れます。

理の近傍を探索的に検討します。②次に、効率のよい設備システムを効果
的に導入することで機械が消費するエネルギーを最小化します。一般的な
建築計画であれば、本建築の一次エネルギー消費の内訳は右図のように予
想されます．両ホールの空調エネルギーが突出して大きく、これをどれだ
け削減できるかが本計画の肝となります。このように建築固有のエネルギ
ー特性を十分に把握することで、コストを抑えつつ、補助金の獲得も視野
に入れながら、徳島の省エネルギー建築を先導するZEB化公共建築の実現
を目指します。

構造計画

環境・設備計画

●軽量なフラットスラブ構造と立体的な地震力の伝達経路
折り重なるスラブはＲＣフラットスラブとし、鉄骨柱を林立
させることによってスラブを薄く軽量なものとします。これ
によってコンクリート量や杭を軽減して環境に配慮すると共
に、コストを抑えることを図ります。
上下のスラブ同士の隙間が狭い部分に鉄骨ブレースを設け、
地震力の伝達経路を立体的に計画します。地震力を効率良く
伝達できるようにすることによっても、構造躯体のコストを
抑えることに努めます。概算的な構造解析によって構造躯体
の数量を算出しながらこの伝達経路を計画しています。
ホール部が剛強な耐震要素となるので、下階へ降りてゆく地
震力を上階へ上げ戻すような伝達も見込むことができ、下階
のブレースを少なくすることができる、特徴的な構造デザイ
ンが生まれます。林立する鉄骨柱は地震力を負担しなくて済
むので軽微なものとすることができ視線の通りやすい、透明
感ある空間を形成することができます。
大ホールを囲む円錐状のＲＣ壁は剛強な耐震壁として働きま
す。そのフライタワーおよび小ホール部は、鉄骨骨組に遮音
用のＲＣ壁を張り付けたような形式で軽量な構成とします。
鉄骨ブレースを設けることによってこれらの躯体も剛強な耐
震要素として働きます。
●液状化を考慮した杭基礎
基礎は液状化の際の地盤の軟弱化を考慮に入れた支持杭形式
の場所打ち杭で計画します。太めの杭を使用することによっ
て自然環境を害すような地盤改良は施さないものとし、これ
によっても既存杭を残置することができます。

●既存杭の残置
既存杭は撤去しないものとして計画します。柱配置の自由度が
高い計画なので、概ね同じ位置に設ける杭と共に、既存杭を避
ける計画とすることができます。大ホール、小ホールの重量が
大きな部分では、ホール機能としての地下の要求スペースが大
きいことに伴って、基礎が剛強になるので杭を偏心させて既存
杭を避けることが容易にできます。
既存杭を残置することによって地盤の固さが増して、新設杭に
対して地震時の抵抗力が増すことに期待します。液状化した際
の砂の流動を抑える役割も若干ながら期待することができます。

第 2 工区

構造分離ライン

矩計図 S=1/120

第 1 工区構造解析データ

構造ダイアグラム

遮熱カーテン
西面をメインにカーテンレールを設け、夏季の日射
に対し遮光遮熱に配慮した計画とします。また、東
面に対しても庇の出が少ない箇所に対しての設置も
考慮します。遮熱カーテンの表面には徳島特産の藍
染で用いた生地とアルミニウム素材を使用します。

建物外観イメージ
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藍染杉板実用例（熊谷組）

長い歴史のある徳島県の林業の県産材を積極的に活用しま
す。例えば、劇場椅子の材料、家具や壁・床材等の建材、
藍染杉板によるサイン看板の材料の使用で地元企業との共
同を検討します。

県産材

県産材

県産材

県産材

県産材

藍染

藍染

藍染 藍染

藍染

藍染

藍染

阿波
和紙

阿波
和紙

阿波
和紙 阿波

和紙

伝統工芸である阿波和紙を用いた工法で
地元企業との共同を検討します。例えば、
藍染麻糸や阿波和紙を用いたカーテンや
どんちょうを作ることを検討します。

劇場椅子

カーテン

カーテン

サイン看板

サイン看板
どんちょう

建物外観イメージ

建物内観イメージ

+

+

+

+

+ +
劇場内観イメージ

徳島県の伝統工芸産業である藍染を用い
て藍染を行う地元企業との共同を検討しま
す。例えば、カーテンを作る際に地元の藍
染工房で糸の染色を行うことを検討します。

徳島県産材及び伝統工芸・伝統産業の活用
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ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ׅᷖۿ݂

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ᤫׅᷖۿ݂
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ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ڗۙ
㍃⢾⼨⊋ۣڪۏڕؤ٪

ҿ጑ׅؼ੩ᯅ⤗ەカᱥᩎڿ❸֡ᯅ⤗٩ڷڕڵڼ໔ヅ݊ ኲ౳݊ ܗ݊܈܂ ⻪᰼٩ںڻ
⠊๒⍴ڼ㋅ዂۣڝڪۏڕؤᕘᎡ⏏ಇڸጎᕰใ⦭ڻ઺ᯅۜړڝი๒٩ۀᕠګ၂౗઺ᯅڹ੻ẓۣెڕؤ౜⍴ۜڪ׹៷ڼ੩ڪۏڨڹ٪
ʵ઺ᯅڸጎᕰڕڻڞڸი๒ڿڮ٩ۀ⇑⊃♑ۣ㗱ᦓზຄڪۏڞڱڰڕڷڬڦ٪

ҿᕘᎡ⏏ျ૫⤗ۣ⇊ი੩൹᜕ۜڢڛڼ੩൹⥚໡ڷڨڹ❰�ᑱ㕦٩ᨘ ૪�๗៷٩ڨ׹ᤫڻڰ㘙ۣ׹യೞڪۏڨ٪
ҿ╼ֻۜاڼၸ⃮ᴓᓈ⚥ׅ੩٩ےڰۜڻڹᕘᎡ⏏ᓈ⽄ᯅෙૌ♑ڹ㊃ᡐۣပۛ٩ኲ౳໔ヅܗܼܠ ٩ەܺ݋
᜾⸪൬ᓻૌۣ㕟௨٩ڨᕘᎡ⏏ಇڿ๑▘ᓈ⚥ᯅ⊙ڿۉ᜾⸪֩កౙە᜾⸪⟝᜽ۣڪۏڕؤ٪

ҿᓈ⚥ᯅ⊙ڿጕᩞڿᝧהڕ⒵ୗ٩ڷڨڹᕘᎡ⏏ಇڿኙ׸㱣ِ᫜݊ ֻኙ㱤ڼጎ۳݂ڷڨ ڹܦܒ܆݂݋܎
⇊იاኙૌۣ዆ᤳڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ಇ઺ᯅڿ⍭݊׹ ֟ᩎڿḖ݊׹ ᜾⸪ڿ૎᜽

ҿյڕᴃๆۜړڿᕘᎡ⏏ڿ᪁ᯅۣḖ٩ےڰۜڪ׹ዘ౾ەᄩ݊ ᒀᩎ♑ۣןڸ଑ۜړڝڿۓڗი๒٩ۀ
٪ڪۏڨڹ੩ۜڪ׹଑ۣןڿᕘᎡ⏏≹ᩎڼਸڿڮ

ҿᕘᎡ⏏ڿ૎⟃ׅ⫉݊ ≹ᯅ٩ۜړڸⲥ᪬٩㖺ᷠອ➃รۣںڻ⁈تֻۄᓈ⚥カᩎ֗ڿ㌊ڼอۛ
֡۝ۜ੩ڪۏڨڹ٪

ᕘᎡ⏏≹ᩎรۄ૎⟃ׅ⫉݊ ૎⟃≹ᯅڿḖ׹

ҿកֻ౹๖઺ᯅ૯٩ڷڕڛڼᕘᎡחඨ⫉⸪ڲ؉ۣ܇݋ܩܯ݋ܪڿڷڕڵڼ⊊⼨ܺ݋ܪਠ٩ڣ
ౝ݊⼁ڿ٩ᕘᎡ⏏ಇڜیۜڪᘍზۣᷖ⍬୚ڿ♑㊍ំℊ᷇ڿ⊊⼨ ٩ڢ⽄ۣ݋ܙ݋܂ۜڪ઒➙ڷڬଇۓᘍზڿ♑ඨח
ᕘᎡ➩Ẓۣ⎭ۛਠڰۏ٪ڪۏڣફနڠڵڼ؁ڿ֟⊰֗ڿڕი᜕ڢ⽄ۣ܇݋ܜ۳܄ܺ܎܇ܖڼᕘᎡڿ㢏֩⍬୚ۣڪۏڕؤ٪

ҿׅ੩૸ᯅ᜕㊠ཚ⃥ڿےڰڿ໔ۀ♑܈ܢ݋܄ە⏏ಇڿ઺ᯅۣᑔᑽڠḖڨ׹⏏ಇڿ➩Ẓᷠร൞᪆ِۣڪۏے٪
ʜ΢ᦏًᓎᔍ٩㝓ًᒆ೺٩ؘ׹ ൵ゐᅎᱥ׹ל٩໔ڿヒ֡٩੩൹ᱥ྽ە੩൹׹໔٩〠௝໡ەẐ២໡ںڻ
ʜΣس਱₉ᤛ݋܆۾܎٩଑٩᤺׹ ۾ܹە໔܈݋ܹ▘٩๑ܺܕܪەથ⇑ᒆؤ ェゝ૫ኮڿ૸ᯅ໡ە໡┃٩ۿ݂ܚ݋
ʜΤ㕰ୀ⤗⻼␇٩ؤ᤺ڿ‘ڿૌًܤܺ܃٩
ʜΥ๑▘ᓚ౿٩☏ׅಗ⏚٩≹ᯅ݊ ֗⩭ᒡ᭎⃥೎⇑
ʵਠ⼵ڿ♑܈ܢ݋܄೺٩ڷڕڵڼ׹ዂᨭ⍴ڼ዆⡕ზຄۣ᠖ೞڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ڿ➩Ẓ݊ ≹ᯅḖᖤඨ

ҿᅱ㗢ౝ⽄⢾٩ۛۙڼᅝიڿ㘹ۣ֩۾݋ܣᅱ㗢ౝ⍬㘹֩ۜڪ݋ܟۺڝ
੩ۛۙڼ ܗۣ܈܂ػႵᨵᤛڸഏẛܘ݂ܭܖ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿᅱ㗢ౝ⍬㘹ۣ݋۽ܺܜ۷⁅ؘۜۙڼኲଯڼઘ֡۝㘹ᵡ۷܂݋۽ܺܜ
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ/('⁢ᥩ٩‗ἃහ೥ڿ➔೥ඨ׹౹٩㌊ڿ㘘ਸഃᕊ٩֟ ᙒ٩݋܄݂܊ᦏ
ౝ೺ڨ׹៷ۣ݋܄݂܊׹㘹ᵡ۷ܗۣ܈܂݋۽ܺܜ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿܸ۳ۛۙڼܤ۶ܺ܆ܗ ؘ⁆ౝۣอۛ֡ڷ۝⁢ᥩܗۣ܈܂ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿ$,ۣڰڕ׹◌⾰ഃᕊۣڗؤ੩٩ڸ൞Ↄڕ⪕ڿ◌⾰ᱥڿഃᕊۣڕؤ◌
ܗۣ܈܂⾰ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿẂڕㆼᑿۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ڬڦጓ₀ۣ㇏ẛל ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥౳૯ܴܹܫڻڦ׀ڝ ⁅ؘۀ٩ਸ㕦ᨭ‘ۜڕڷڴڻڹ㘘๒૯ڿܯ݋
᠞ᵡۣอۛܗۣ܈܂⾰◌٩ڠڪە ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ၂ਸ₀ۣ೺ڰڨ׹᠞ᵡܗۣ܈܂⾰◌ۜۙڼ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿፄਠ⠌ඨלۜۙڼጓ₀㇏ẛۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᅝᨭ݊ ಣᨭ֗ڿ⩭ፀዉڰ۝ڦ⾰◌ڿ◌ᵡۣ㉻ㄲۣ઒ق⾰◌قڷڨፀ
ዉڼ�᳏೺ق⾰◌ق٩ڸڹڤۜڪ׹ፀዉڿዉಇℊᙰۣᣢ༹٩ڨ㉻ㄲۣ
઒ڸڹڤۜڪ㉻ㄲܗۣ܈܂⾰◌ۜڜڜڼ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿۣשـڿۚڜᰬـ၂ਡܗܒܣಇשـڿゖ⊢ᰣڼủڿ۳ܻܗ٩ے៬ש
ܗۣ܈܂㊨שڨ׹೺ڼںڻשᤀڿۉ⠌၂ە ㇏ẛڪۏڨ٪

ҿ)F��1�࣯ધਠڿዥ዆٩ڸڹڤۜڪڹܗ݋ܹ۾݂܂ڻਸᖤඨ㉿ᒎ׀ڝ
٩㉱ᵡᖤ݊ڠڦ ㉱שᖤۓᯍ٩ۛڻڠڦ׀ڷےಇ㌊ڿ㏮♒ڝً⧘ڿᝉഃڦ
٪ڪۏڨڹᓈ⃥ڕِڿ੉ᖤ⤠ڿᨭ㕦���ᑱ׹ପ⊊⼨٩ڸڹڤ۝ۜ

ҿಇ⹮ᩎڷڕڵڼ㖰ᶂ݊ ⤠੉݊ ܝ݂ ڨܰ׹៷ᩎۣ➉܈۾ܒܾ ܂܈݂ܙܕ݂
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿֻܺ݋ܪધᅢڿ◌⾰᠞ᵡ⽄௝ۣᅰ੯㙚ೞۜڪڹ੩٩ڸ‗ᮖ݊ ୠ⇑݊ ᨍ
ᤫܗۣ܈܂܈݂ܙܕ݂ܰڿ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ⠊គ઺ᯅۀ➣ت⁮ۜړڸᓈ⃥☏ׅᓞڞẠڨᔻڕڵڼ۱܀݋܎ܤ۱ڿ
٩ᅧ㕦݊ڠڻۀڸڢڱᦓ㕦ಇڿ٩㉻ᑎڷ ૆ۓלጎᕰڞۜڸ ݋ܹܤڼڗۙ
ڛڷڨ؉٩��ᦓ㕦ฮછ૯ഃۣ⒵ڢ⽄۳ۣܳܺ܏ ٪ڪۏۛ

ҿῺዕᦓۀڼጎᕰڝܯ݋ܐ⹝ዕℊ᷇ڿ⒵⾋ۣڕؤᕰᖢ೎⢾ۣ዆ᤳڨ
٪ڪۏ

ҿṓℊඨۜۙڼ ㇀ᓷඨۣ⤕ᚅ٩ڕؤۣ⼨⽄ڿᩢڷڨ၂⎴ᣢ⪖ۣਣ⻢ܗ܈܂ڨڹഏẛۣပ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼᄃ∸ڷڢᣢᅙۣ㋊ڿヅֶڻਣใ㉫⍴ڰۏ٪ڪۏۛ
ҿᓈ⃥⃮ڿᖤਠ٩᥋኏ᓈ⃥ڿᴔ⢾ᩢۣ㋊ڷڢᤫ⽄ᩢۣ㍃⢾ۜڪ ੩ڝใ⦭٩ڸ᥋኏ᩢۣᢄบۜڪ ᕠ⻢٩ᩢڠڻڝ ᓞڿܗ܈܂ڞᝓڞഏẛۣပ ∸ۛᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥ڿႵⓨۣڞۜڸ 㗃ۛۜڣړ੩ۛۙڼ ٩ֶ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڷڨڠᓄյۣ⑑ے⊣
٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڨഏẛۓᤅ㎛ڿᴔֶ೎೥ڹഏֶ㎛៰ڿ੩ֶׅڰۏ
᥋኏ᴔ၂Ⴕⓨڿ⼓૯೎೥㎛ۣẛۚڷڨ⼓૯ᢄบڿܗ܈܂ഏẛۣပۛ∸ᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪

ҿ۹ۿܤ ഏẛۣပڿܗ܈܂ܺܲ܆ܚ۳ڿ௝⽄ۄรܺܜܠ٩ᅱ㗢ౝ⍬㘹ڷڕ׹ۣ܈ܢ݋܄➽㘹֩ପܘܒܹ ٪ڪۏۛ
ʵごየهڻᯔڿ♑ܺ݋ܪ዆⡕ۣ▲ې㎙٩ھᕠ⻢ڻᤅ㎛♑ڿ᳻៳ ڛڷڨ㜐ۣ⚂ೞػ੩ׅڰڴ٩᫬᝿ۣទڨᤅ㎛ۣ⾰ᤇڰڨ෭ڼ⊊⼨⽶ᔍڹۛ ٪ڪۏۛ

ʵ⠊គ઺ᯅ٩ۀ➣ت⁮ۜړڸ=(%㱣ܗ݊ܒܜ ܼ݊܋ ݊݋۽ܺܜ۷ ڛڷڨ⍭㒐ڼ݋ܙ݂ܸܦڿ㱤ܺܢ ٪ڪۏۛ
٪ڪڸ⦭ใڝڕ૎הڛڿ⇊዆ڿ⃥⚥ᄃ㍃ᚅᓈ∸۝ۜڦ⸹થڼ%)=٩݋۽ܺܜ۷⏇

ᓈ⃥ኵᛲᔻڿ⟬ទ⚌⇑ܸ݂ڿܗ܈܂ۿ݂ܚりᝧ㇏ẛ

၂ਡׅ૸⃥⼓૯ᢄบ⼨⊋

ⲥ᪬ےᩉᩰ዆׹ଛ㱣ت⁮➣㱤

ې➣อۛڿۉᄃ∸ۄഏẛรܗ܈܂ ⸹૯ഃܗ۾۶܇ܼܦ

ᕘᎡ⏏၂౗れ⅌݊၂౗Ḗ׹
၂≹၂ḽڸ၂౗ڹ౹኏౹᫐ۣ؁ផڪۏڨ

☽ׅ֗හֻܺ݋ܪ᭥
᥎ᕘᎡחඨ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

☽ׅ֝හᅥ؁⍴۹݊܇܎܈ ፋ܈݋ܩ܈؅ઙ
ջጞᑱ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

ʵؘᫀۀ⊃㍃⢾٩ڸڿۜڻڹ᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨㍃⢾ڗۙ
ʜ᥋኏ᩢۀႵᨵ⍴ڼᴔ⢾͂ۜڪ ᤫ⽄Ⴕⓨ၂ਸᬞ♑׈ẓ㌊ۀ㌊೥⍴ڼᢄบڪۏڨ٪
� ʜʜ� ͂ ᤫ⽄ᩢ׈ẓ㌊ۀ౳᤾စ۹ڸׅᷖۿ݂܆݋܀ܺ݋ᤳׅڪۏڨ٪

ت݊⁮ ؄ਠ❾੘݊ ݊׺$2؊, ᄃ݊∸ܗ۾۱ ݊⮅ਟ܈۷݋ܣ ㎚ᩏᓈ⽄��កֻ౹๖઺ᯅ૯

؄ਠ❾੘ᓈ⚥⽄⼨੩൹᜕ʜ؄ਠ�❾੘

⽄⼨઺ᯅ-9

ෙ֩ܯ݋ܐ

ᤳׅ઺ᯅ-9

ယಇᅢڸᅥܗۣ۾۶܇ܼܦڿڠ ➩㟭٪
⽄⼨઺ᯅ٩ෙ֩٩ܯ݋ܐᤳׅ઺ᯅڿᙄۣاㅅڙۏ౳૯ڿ
⽄⼨ۣอ ٪ڪۏےڹۏۛ
ᓻ۳݂܅ܖڕ ٪ڪۏڨ᠖᫹ۣܺ݋ܪڕڨᤫڸ֩

ᄃ⼨⊋ʜ᪁╔�ᱍ∸ܗ۾۱

૬ⲲẄᰂ㊀⽄⼨੩൹᜕
૬Ⲳ�Ẅ

ׅኙ㗏ֻኙಷ᣺៥
የ᱃�⫭઒

ᩦ઀㌔ᐯֻኙಷ᣺៥
ਸᐘ�❾

ᵯه׺㛚⽄⼨
�ᗖ์ִ׀

㕰ը⩦ไ
፳ᨵ�⣤╔

ᩏ⫭ֽ⽄⼨੩൹᜕ד
ܸ ݋ܙ۳܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂

ֽ⫬�ᩏד

ᅥڿڠഺი⽄⼨݊ ഺი݂܎ܺ܄݂܂
٩ੂڨڜ׸㟭ۣ➩ڿܗ ഺი㌊೥ۣڼ
౹๖ڪۏڨ⼨⽄ڸ٪ഺიڠۛڶڲۏڹ
ܪە٩ፄᅢ◌㕦ۚڜ㟭➩ڻごየڿ
ܾ۳۷◌㕦ڿڸഺი⍴ڻ଑ۓךڕ
጑ؼ⍴ڻ⑋ا ٪ڪۏڨ⇊዆ڷڴۓۣ

ᰂ㊀⽄⼨ڹ݋܅۳ܟܘ۱ڿ
ᰂ㊀ڿ౳૯٪ڪۏڨ⊊พڷڨ
ᔗᓚۣᛲۛ؉ۓڹڹۜڬڰ
⍴ؼ጑ڼ⼨⽄׺؊2$,٩ڼ
ᰂڕؤۣ܈۳ܟܘ᜾⸪۱ڻ
㊀⽄⼨ۣڪۏڙו٪

ᓈ⃥౳૯ڿ∸ᄃ⽄⼨ۣ٩ڕؤ
݋ܬ܄⼨⽄ڿۉ⼨⽄׺$2؊,
ܗۣ ౝ݊٪ڪۏڕؤ ₀݊ ى݊ ᱥᭂ
⽄௝ڹᓈ⚥۳݂܅ܖ ⠊๒⍴ڿ
Ẓ➩٪ڪۏڨڹؼᮖ⼫ۣ጑ڻ
≹ᯅ⏇ڼ%)=ڿ㕰۠ۜᇡ໡
ૌڼพോ٩ۛڛڷڨ౶౹ᓈ⚥
٪ڪۏڲទۣا⑋ڼඨ%)=ڿ

ےکۀۣܺ݋ܪܗ݋܄݂܂
ڼ⼨⽄ڿ㕦◌ڻ٭ᰌۜڪڹ
ڷڨڹܗ݂܎ܺ܄݂܂㛚ه
พ⊋ه٩ڼۓڹڹۜڪ㛚ܴ܆
ڼ㕟⍬ڿ⸪᜾݂ܶ܆݋ܻܮ
յڪۏڕڷڢ٪

ᓈ⚥⽄⼨ڿ➩㟭ۣ౗ڼຑန
⶯๒ۣḖڿڹ⚥ᓈڹ⁅ؘڿ
۳݂܅ܖڰڨڜ ٪ڪڸᕃᙄڝ
၂ਠܻ٩ۚڜܺܨᓈ⃥౳૯
܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂ܸڿڸۏ
۳݂ ٪ڪۏڕؤۣ

֟ᔗḜ∄∙ۣۜڪڹےکۀ
⽫㊀ڼ⦭⫉⟄૎ڿںڻᯔח
ᔗḜ֟ۀڸ⊊⼨٩ᨵڠẂڝ
܌٩كܘ݋ܞ㕰۠ۜڼ∙∄
٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨ڿڸكܗܤ

⼨⽄׺$2؊,
௝݊⽄ڼੂ ᰂ㊀೥㎚ڿ⽄⼨݊ ⚌
⇑ۣෙ֩ڹܯ݋ܐෙఀڷڨ㊍ے
ڹۛۛەڿڹ⏏٪ڪۏ ੩൹⍴ںڻ
㊃ᡐڿڹ٩ᤳׅ઺ᯅܗ݋ܬ܄ڻ
ۣ֩ᓻڪۏے٪

➣ت⁮
ယಇᅢڸᅥᤅڿ㘭ᥭᒎڕِڿᓈ⚥⃥ڿᤳׅ዆⡕ۓទٝٴ٩ڲ㌊ڿᅱ㗢ٵ
ܗ݂ڕڻڢᝓٴڸ઺ᯅڰڴڻڹܺܖܱڿ ܣܹ܈ڗڕڹٵڕڻۀܺܜ ܗۣܒ
⟝᜽ڰڨ᜾⸪⤗㘘ဉ٪㉆ᑱဂယֻڿ♑ٵܺ݋ܪ݋ۖڲڤڨٴۓڷڕڛڼ⻪
᰼ᤳ⽄ۣኵᛲ٩ڬڦ၂౗ෙ֩઺ᯅڿڹᓻမܗܾܒܜڻ ڕڨᤫڼႵۣ۾݋
ِ໔ヅׅۣܺ݋ܪڻᨭಇڼ‾Ὼዕڸ዆⇊ڪۏڨ٪

⮅ਟ܈۷݋ܣ
⸪᜾ܗ݋ܹ۾݂܂ܗ܈ܻܗ܈ܻܦ
㗏݊⋰٩ڲទۣېᓻڼ ֻኙڿںڻ
ֻ⻪᰼ׅ੩ڿᤳׅ዆⡕ۓ๒۠
ڨᤫڿڤ۵ۣܞ۵ܝڿڮ٩ڲទڬ
ڨ⍬ᠩڼ኏೥ڸ⽄ᓈڿܺ݋ܪڕ
٪ڪۏ

㎚ᩏᓈ⽄ׅᯅ
㜣዇☽֗٩ڷڣ᠆ۣ┝❅ڿᕘᎡ
⏏ೞڿزᔪ໡ڿ౗٩၂Ⴅۉᗎ㉉
๖઺ᯅ૯ۣ֩౹ڗۙۜڞڸڝڨ
๒۠ڷڬᤫۣܺ݋ܪڕڨኵᛲڦ
٪ڪۏڬ

ಇᩢ૩⢾ܗܒܣ
℥؉ᩢ૩⢾
᥋኏ᩢ
᥋኏Ⴕⓨ܈݋ܨ⼓૯ᢄบ⚠န

᪁�ֽ᷷׀

���������

*/ܸ۳݂

᥋኏Ⴕⓨ
᥋኏ᩢ

᥋኏Ⴕⓨᢄบ
᥋኏ᩢᢄบ

ᤫ⽄Ⴕⓨ
ᤫ⽄ᩢ

᥋኏ႵⓨᢄบẒ۳݂ܸې 㱣*/�����㱤

᥋኏ႵⓨᢄบẒې
ܸ۳݂ 㱣*/�����㱤

၂ਡ

Ⴕⓨ౳ᢄบܸ۳݂

ᩢ㌊೥ᢄบ ۳ܸ݂

᥋኏ܗܒܣ⤠်⃎

1FL
*/ܸ۳݂

1FL

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ׅᷖۿ݂

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ᤫׅᷖۿ݂
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ڗۙ
㍃⢾⼨⊋ۣڪۏڕؤ٪

ҿ጑ׅؼ੩ᯅ⤗ەカᱥᩎڿ❸֡ᯅ⤗٩ڷڕڵڼ໔ヅ݊ ኲ౳݊ ܗ݊܈܂ ⻪᰼٩ںڻ
⠊๒⍴ڼ㋅ዂۣڝڪۏڕؤᕘᎡ⏏ಇڸጎᕰใ⦭ڻ઺ᯅۜړڝი๒٩ۀᕠګ၂౗઺ᯅڹ੻ẓۣెڕؤ౜⍴ۜڪ׹៷ڼ੩ڪۏڨڹ٪
ʵ઺ᯅڸጎᕰڕڻڞڸი๒ڿڮ٩ۀ⇑⊃♑ۣ㗱ᦓზຄڪۏڞڱڰڕڷڬڦ٪

ҿᕘᎡ⏏ျ૫⤗ۣ⇊ი੩൹᜕ۜڢڛڼ੩൹⥚໡ڷڨڹ❰�ᑱ㕦٩ᨘ ૪�๗៷٩ڨ׹ᤫڻڰ㘙ۣ׹യೞڪۏڨ٪
ҿ╼ֻۜاڼၸ⃮ᴓᓈ⚥ׅ੩٩ےڰۜڻڹᕘᎡ⏏ᓈ⽄ᯅෙૌ♑ڹ㊃ᡐۣပۛ٩ኲ౳໔ヅܗܼܠ ٩ەܺ݋
᜾⸪൬ᓻૌۣ㕟௨٩ڨᕘᎡ⏏ಇڿ๑▘ᓈ⚥ᯅ⊙ڿۉ᜾⸪֩កౙە᜾⸪⟝᜽ۣڪۏڕؤ٪

ҿᓈ⚥ᯅ⊙ڿጕᩞڿᝧהڕ⒵ୗ٩ڷڨڹᕘᎡ⏏ಇڿኙ׸㱣ِ᫜݊ ֻኙ㱤ڼጎ۳݂ڷڨ ڹܦܒ܆݂݋܎
⇊იاኙૌۣ዆ᤳڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ಇ઺ᯅڿ⍭݊׹ ֟ᩎڿḖ݊׹ ᜾⸪ڿ૎᜽

ҿյڕᴃๆۜړڿᕘᎡ⏏ڿ᪁ᯅۣḖ٩ےڰۜڪ׹ዘ౾ەᄩ݊ ᒀᩎ♑ۣןڸ଑ۜړڝڿۓڗი๒٩ۀ
٪ڪۏڨڹ੩ۜڪ׹଑ۣןڿᕘᎡ⏏≹ᩎڼਸڿڮ

ҿᕘᎡ⏏ڿ૎⟃ׅ⫉݊ ≹ᯅ٩ۜړڸⲥ᪬٩㖺ᷠອ➃รۣںڻ⁈تֻۄᓈ⚥カᩎ֗ڿ㌊ڼอۛ
֡۝ۜ੩ڪۏڨڹ٪

ᕘᎡ⏏≹ᩎรۄ૎⟃ׅ⫉݊ ૎⟃≹ᯅڿḖ׹

ҿកֻ౹๖઺ᯅ૯٩ڷڕڛڼᕘᎡחඨ⫉⸪ڲ؉ۣ܇݋ܩܯ݋ܪڿڷڕڵڼ⊊⼨ܺ݋ܪਠ٩ڣ
ౝ݊⼁ڿ٩ᕘᎡ⏏ಇڜیۜڪᘍზۣᷖ⍬୚ڿ♑㊍ំℊ᷇ڿ⊊⼨ ٩ڢ⽄ۣ݋ܙ݋܂ۜڪ઒➙ڷڬଇۓᘍზڿ♑ඨח
ᕘᎡ➩Ẓۣ⎭ۛਠڰۏ٪ڪۏڣફနڠڵڼ؁ڿ֟⊰֗ڿڕი᜕ڢ⽄ۣ܇݋ܜ۳܄ܺ܎܇ܖڼᕘᎡڿ㢏֩⍬୚ۣڪۏڕؤ٪

ҿׅ੩૸ᯅ᜕㊠ཚ⃥ڿےڰڿ໔ۀ♑܈ܢ݋܄ە⏏ಇڿ઺ᯅۣᑔᑽڠḖڨ׹⏏ಇڿ➩Ẓᷠร൞᪆ِۣڪۏے٪
ʜ΢ᦏًᓎᔍ٩㝓ًᒆ೺٩ؘ׹ ൵ゐᅎᱥ׹ל٩໔ڿヒ֡٩੩൹ᱥ྽ە੩൹׹໔٩〠௝໡ەẐ២໡ںڻ
ʜΣس਱₉ᤛ݋܆۾܎٩଑٩᤺׹ ۾ܹە໔܈݋ܹ▘٩๑ܺܕܪەથ⇑ᒆؤ ェゝ૫ኮڿ૸ᯅ໡ە໡┃٩ۿ݂ܚ݋
ʜΤ㕰ୀ⤗⻼␇٩ؤ᤺ڿ‘ڿૌًܤܺ܃٩
ʜΥ๑▘ᓚ౿٩☏ׅಗ⏚٩≹ᯅ݊ ֗⩭ᒡ᭎⃥೎⇑
ʵਠ⼵ڿ♑܈ܢ݋܄೺٩ڷڕڵڼ׹ዂᨭ⍴ڼ዆⡕ზຄۣ᠖ೞڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ڿ➩Ẓ݊ ≹ᯅḖᖤඨ

ҿᅱ㗢ౝ⽄⢾٩ۛۙڼᅝიڿ㘹ۣ֩۾݋ܣᅱ㗢ౝ⍬㘹֩ۜڪ݋ܟۺڝ
੩ۛۙڼ ܗۣ܈܂ػႵᨵᤛڸഏẛܘ݂ܭܖ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿᅱ㗢ౝ⍬㘹ۣ݋۽ܺܜ۷⁅ؘۜۙڼኲଯڼઘ֡۝㘹ᵡ۷܂݋۽ܺܜ
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ/('⁢ᥩ٩‗ἃහ೥ڿ➔೥ඨ׹౹٩㌊ڿ㘘ਸഃᕊ٩֟ ᙒ٩݋܄݂܊ᦏ
ౝ೺ڨ׹៷ۣ݋܄݂܊׹㘹ᵡ۷ܗۣ܈܂݋۽ܺܜ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿܸ۳ۛۙڼܤ۶ܺ܆ܗ ؘ⁆ౝۣอۛ֡ڷ۝⁢ᥩܗۣ܈܂ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿ$,ۣڰڕ׹◌⾰ഃᕊۣڗؤ੩٩ڸ൞Ↄڕ⪕ڿ◌⾰ᱥڿഃᕊۣڕؤ◌
ܗۣ܈܂⾰ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿẂڕㆼᑿۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ڬڦጓ₀ۣ㇏ẛל ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥౳૯ܴܹܫڻڦ׀ڝ ⁅ؘۀ٩ਸ㕦ᨭ‘ۜڕڷڴڻڹ㘘๒૯ڿܯ݋
᠞ᵡۣอۛܗۣ܈܂⾰◌٩ڠڪە ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ၂ਸ₀ۣ೺ڰڨ׹᠞ᵡܗۣ܈܂⾰◌ۜۙڼ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿፄਠ⠌ඨלۜۙڼጓ₀㇏ẛۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᅝᨭ݊ ಣᨭ֗ڿ⩭ፀዉڰ۝ڦ⾰◌ڿ◌ᵡۣ㉻ㄲۣ઒ق⾰◌قڷڨፀ
ዉڼ�᳏೺ق⾰◌ق٩ڸڹڤۜڪ׹ፀዉڿዉಇℊᙰۣᣢ༹٩ڨ㉻ㄲۣ
઒ڸڹڤۜڪ㉻ㄲܗۣ܈܂⾰◌ۜڜڜڼ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿۣשـڿۚڜᰬـ၂ਡܗܒܣಇשـڿゖ⊢ᰣڼủڿ۳ܻܗ٩ے៬ש
ܗۣ܈܂㊨שڨ׹೺ڼںڻשᤀڿۉ⠌၂ە ㇏ẛڪۏڨ٪

ҿ)F��1�࣯ધਠڿዥ዆٩ڸڹڤۜڪڹܗ݋ܹ۾݂܂ڻਸᖤඨ㉿ᒎ׀ڝ
٩㉱ᵡᖤ݊ڠڦ ㉱שᖤۓᯍ٩ۛڻڠڦ׀ڷےಇ㌊ڿ㏮♒ڝً⧘ڿᝉഃڦ
٪ڪۏڨڹᓈ⃥ڕِڿ੉ᖤ⤠ڿᨭ㕦���ᑱ׹ପ⊊⼨٩ڸڹڤ۝ۜ

ҿಇ⹮ᩎڷڕڵڼ㖰ᶂ݊ ⤠੉݊ ܝ݂ ڨܰ׹៷ᩎۣ➉܈۾ܒܾ ܂܈݂ܙܕ݂
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿֻܺ݋ܪધᅢڿ◌⾰᠞ᵡ⽄௝ۣᅰ੯㙚ೞۜڪڹ੩٩ڸ‗ᮖ݊ ୠ⇑݊ ᨍ
ᤫܗۣ܈܂܈݂ܙܕ݂ܰڿ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ⠊គ઺ᯅۀ➣ت⁮ۜړڸᓈ⃥☏ׅᓞڞẠڨᔻڕڵڼ۱܀݋܎ܤ۱ڿ
٩ᅧ㕦݊ڠڻۀڸڢڱᦓ㕦ಇڿ٩㉻ᑎڷ ૆ۓלጎᕰڞۜڸ ݋ܹܤڼڗۙ
ڛڷڨ؉٩��ᦓ㕦ฮછ૯ഃۣ⒵ڢ⽄۳ۣܳܺ܏ ٪ڪۏۛ

ҿῺዕᦓۀڼጎᕰڝܯ݋ܐ⹝ዕℊ᷇ڿ⒵⾋ۣڕؤᕰᖢ೎⢾ۣ዆ᤳڨ
٪ڪۏ

ҿṓℊඨۜۙڼ ㇀ᓷඨۣ⤕ᚅ٩ڕؤۣ⼨⽄ڿᩢڷڨ၂⎴ᣢ⪖ۣਣ⻢ܗ܈܂ڨڹഏẛۣပ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼᄃ∸ڷڢᣢᅙۣ㋊ڿヅֶڻਣใ㉫⍴ڰۏ٪ڪۏۛ
ҿᓈ⃥⃮ڿᖤਠ٩᥋኏ᓈ⃥ڿᴔ⢾ᩢۣ㋊ڷڢᤫ⽄ᩢۣ㍃⢾ۜڪ ੩ڝใ⦭٩ڸ᥋኏ᩢۣᢄบۜڪ ᕠ⻢٩ᩢڠڻڝ ᓞڿܗ܈܂ڞᝓڞഏẛۣပ ∸ۛᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥ڿႵⓨۣڞۜڸ 㗃ۛۜڣړ੩ۛۙڼ ٩ֶ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڷڨڠᓄյۣ⑑ے⊣
٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڨഏẛۓᤅ㎛ڿᴔֶ೎೥ڹഏֶ㎛៰ڿ੩ֶׅڰۏ
᥋኏ᴔ၂Ⴕⓨڿ⼓૯೎೥㎛ۣẛۚڷڨ⼓૯ᢄบڿܗ܈܂ഏẛۣပۛ∸ᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪

ҿ۹ۿܤ ഏẛۣပڿܗ܈܂ܺܲ܆ܚ۳ڿ௝⽄ۄรܺܜܠ٩ᅱ㗢ౝ⍬㘹ڷڕ׹ۣ܈ܢ݋܄➽㘹֩ପܘܒܹ ٪ڪۏۛ
ʵごየهڻᯔڿ♑ܺ݋ܪ዆⡕ۣ▲ې㎙٩ھᕠ⻢ڻᤅ㎛♑ڿ᳻៳ ڛڷڨ㜐ۣ⚂ೞػ੩ׅڰڴ٩᫬᝿ۣទڨᤅ㎛ۣ⾰ᤇڰڨ෭ڼ⊊⼨⽶ᔍڹۛ ٪ڪۏۛ

ʵ⠊គ઺ᯅ٩ۀ➣ت⁮ۜړڸ=(%㱣ܗ݊ܒܜ ܼ݊܋ ݊݋۽ܺܜ۷ ڛڷڨ⍭㒐ڼ݋ܙ݂ܸܦڿ㱤ܺܢ ٪ڪۏۛ
٪ڪڸ⦭ใڝڕ૎הڛڿ⇊዆ڿ⃥⚥ᄃ㍃ᚅᓈ∸۝ۜڦ⸹થڼ%)=٩݋۽ܺܜ۷⏇

ᓈ⃥ኵᛲᔻڿ⟬ទ⚌⇑ܸ݂ڿܗ܈܂ۿ݂ܚりᝧ㇏ẛ

၂ਡׅ૸⃥⼓૯ᢄบ⼨⊋

ⲥ᪬ےᩉᩰ዆׹ଛ㱣ت⁮➣㱤

ې➣อۛڿۉᄃ∸ۄഏẛรܗ܈܂ ⸹૯ഃܗ۾۶܇ܼܦ

ᕘᎡ⏏၂౗れ⅌݊၂౗Ḗ׹
၂≹၂ḽڸ၂౗ڹ౹኏౹᫐ۣ؁ផڪۏڨ

☽ׅ֗හֻܺ݋ܪ᭥
᥎ᕘᎡחඨ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

☽ׅ֝හᅥ؁⍴۹݊܇܎܈ ፋ܈݋ܩ܈؅ઙ
ջጞᑱ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

ʵؘᫀۀ⊃㍃⢾٩ڸڿۜڻڹ᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨㍃⢾ڗۙ
ʜ᥋኏ᩢۀႵᨵ⍴ڼᴔ⢾͂ۜڪ ᤫ⽄Ⴕⓨ၂ਸᬞ♑׈ẓ㌊ۀ㌊೥⍴ڼᢄบڪۏڨ٪
� ʜʜ� ͂ ᤫ⽄ᩢ׈ẓ㌊ۀ౳᤾စ۹ڸׅᷖۿ݂܆݋܀ܺ݋ᤳׅڪۏڨ٪

ت݊⁮ ؄ਠ❾੘݊ ݊׺$2؊, ᄃ݊∸ܗ۾۱ ݊⮅ਟ܈۷݋ܣ ㎚ᩏᓈ⽄��កֻ౹๖઺ᯅ૯

؄ਠ❾੘ᓈ⚥⽄⼨੩൹᜕ʜ؄ਠ�❾੘

⽄⼨઺ᯅ-9

ෙ֩ܯ݋ܐ

ᤳׅ઺ᯅ-9

ယಇᅢڸᅥܗۣ۾۶܇ܼܦڿڠ ➩㟭٪
⽄⼨઺ᯅ٩ෙ֩٩ܯ݋ܐᤳׅ઺ᯅڿᙄۣاㅅڙۏ౳૯ڿ
⽄⼨ۣอ ٪ڪۏےڹۏۛ
ᓻ۳݂܅ܖڕ ٪ڪۏڨ᠖᫹ۣܺ݋ܪڕڨᤫڸ֩

ᄃ⼨⊋ʜ᪁╔�ᱍ∸ܗ۾۱

૬ⲲẄᰂ㊀⽄⼨੩൹᜕
૬Ⲳ�Ẅ

ׅኙ㗏ֻኙಷ᣺៥
የ᱃�⫭઒

ᩦ઀㌔ᐯֻኙಷ᣺៥
ਸᐘ�❾

ᵯه׺㛚⽄⼨
�ᗖ์ִ׀

㕰ը⩦ไ
፳ᨵ�⣤╔

ᩏ⫭ֽ⽄⼨੩൹᜕ד
ܸ ݋ܙ۳܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂

ֽ⫬�ᩏד

ᅥڿڠഺი⽄⼨݊ ഺი݂܎ܺ܄݂܂
٩ੂڨڜ׸㟭ۣ➩ڿܗ ഺი㌊೥ۣڼ
౹๖ڪۏڨ⼨⽄ڸ٪ഺიڠۛڶڲۏڹ
ܪە٩ፄᅢ◌㕦ۚڜ㟭➩ڻごየڿ
ܾ۳۷◌㕦ڿڸഺი⍴ڻ଑ۓךڕ
጑ؼ⍴ڻ⑋ا ٪ڪۏڨ⇊዆ڷڴۓۣ

ᰂ㊀⽄⼨ڹ݋܅۳ܟܘ۱ڿ
ᰂ㊀ڿ౳૯٪ڪۏڨ⊊พڷڨ
ᔗᓚۣᛲۛ؉ۓڹڹۜڬڰ
⍴ؼ጑ڼ⼨⽄׺؊2$,٩ڼ
ᰂڕؤۣ܈۳ܟܘ᜾⸪۱ڻ
㊀⽄⼨ۣڪۏڙו٪

ᓈ⃥౳૯ڿ∸ᄃ⽄⼨ۣ٩ڕؤ
݋ܬ܄⼨⽄ڿۉ⼨⽄׺$2؊,
ܗۣ ౝ݊٪ڪۏڕؤ ₀݊ ى݊ ᱥᭂ
⽄௝ڹᓈ⚥۳݂܅ܖ ⠊๒⍴ڿ
Ẓ➩٪ڪۏڨڹؼᮖ⼫ۣ጑ڻ
≹ᯅ⏇ڼ%)=ڿ㕰۠ۜᇡ໡
ૌڼพോ٩ۛڛڷڨ౶౹ᓈ⚥
٪ڪۏڲទۣا⑋ڼඨ%)=ڿ

ےکۀۣܺ݋ܪܗ݋܄݂܂
ڼ⼨⽄ڿ㕦◌ڻ٭ᰌۜڪڹ
ڷڨڹܗ݂܎ܺ܄݂܂㛚ه
พ⊋ه٩ڼۓڹڹۜڪ㛚ܴ܆
ڼ㕟⍬ڿ⸪᜾݂ܶ܆݋ܻܮ
յڪۏڕڷڢ٪

ᓈ⚥⽄⼨ڿ➩㟭ۣ౗ڼຑန
⶯๒ۣḖڿڹ⚥ᓈڹ⁅ؘڿ
۳݂܅ܖڰڨڜ ٪ڪڸᕃᙄڝ
၂ਠܻ٩ۚڜܺܨᓈ⃥౳૯
܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂ܸڿڸۏ
۳݂ ٪ڪۏڕؤۣ

֟ᔗḜ∄∙ۣۜڪڹےکۀ
⽫㊀ڼ⦭⫉⟄૎ڿںڻᯔח
ᔗḜ֟ۀڸ⊊⼨٩ᨵڠẂڝ
܌٩كܘ݋ܞ㕰۠ۜڼ∙∄
٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨ڿڸكܗܤ

⼨⽄׺$2؊,
௝݊⽄ڼੂ ᰂ㊀೥㎚ڿ⽄⼨݊ ⚌
⇑ۣෙ֩ڹܯ݋ܐෙఀڷڨ㊍ے
ڹۛۛەڿڹ⏏٪ڪۏ ੩൹⍴ںڻ
㊃ᡐڿڹ٩ᤳׅ઺ᯅܗ݋ܬ܄ڻ
ۣ֩ᓻڪۏے٪

➣ت⁮
ယಇᅢڸᅥᤅڿ㘭ᥭᒎڕِڿᓈ⚥⃥ڿᤳׅ዆⡕ۓទٝٴ٩ڲ㌊ڿᅱ㗢ٵ
ܗ݂ڕڻڢᝓٴڸ઺ᯅڰڴڻڹܺܖܱڿ ܣܹ܈ڗڕڹٵڕڻۀܺܜ ܗۣܒ
⟝᜽ڰڨ᜾⸪⤗㘘ဉ٪㉆ᑱဂယֻڿ♑ٵܺ݋ܪ݋ۖڲڤڨٴۓڷڕڛڼ⻪
᰼ᤳ⽄ۣኵᛲ٩ڬڦ၂౗ෙ֩઺ᯅڿڹᓻမܗܾܒܜڻ ڕڨᤫڼႵۣ۾݋
ِ໔ヅׅۣܺ݋ܪڻᨭಇڼ‾Ὼዕڸ዆⇊ڪۏڨ٪

⮅ਟ܈۷݋ܣ
⸪᜾ܗ݋ܹ۾݂܂ܗ܈ܻܗ܈ܻܦ
㗏݊⋰٩ڲទۣېᓻڼ ֻኙڿںڻ
ֻ⻪᰼ׅ੩ڿᤳׅ዆⡕ۓ๒۠
ڨᤫڿڤ۵ۣܞ۵ܝڿڮ٩ڲទڬ
ڨ⍬ᠩڼ኏೥ڸ⽄ᓈڿܺ݋ܪڕ
٪ڪۏ

㎚ᩏᓈ⽄ׅᯅ
㜣዇☽֗٩ڷڣ᠆ۣ┝❅ڿᕘᎡ
⏏ೞڿزᔪ໡ڿ౗٩၂Ⴅۉᗎ㉉
๖઺ᯅ૯ۣ֩౹ڗۙۜڞڸڝڨ
๒۠ڷڬᤫۣܺ݋ܪڕڨኵᛲڦ
٪ڪۏڬ

ಇᩢ૩⢾ܗܒܣ
℥؉ᩢ૩⢾
᥋኏ᩢ
᥋኏Ⴕⓨ܈݋ܨ⼓૯ᢄบ⚠န

᪁�ֽ᷷׀

���������

*/ܸ۳݂

᥋኏Ⴕⓨ
᥋኏ᩢ

᥋኏Ⴕⓨᢄบ
᥋኏ᩢᢄบ

ᤫ⽄Ⴕⓨ
ᤫ⽄ᩢ

᥋኏ႵⓨᢄบẒ۳݂ܸې 㱣*/�����㱤

᥋኏ႵⓨᢄบẒې
ܸ۳݂ 㱣*/�����㱤

၂ਡ

Ⴕⓨ౳ᢄบܸ۳݂

ᩢ㌊೥ᢄบ ۳ܸ݂

᥋኏ܗܒܣ⤠်⃎

1FL
*/ܸ۳݂

1FL

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ׅᷖۿ݂

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ᤫׅᷖۿ݂
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ڗۙ
㍃⢾⼨⊋ۣڪۏڕؤ٪

ҿ጑ׅؼ੩ᯅ⤗ەカᱥᩎڿ❸֡ᯅ⤗٩ڷڕڵڼ໔ヅ݊ ኲ౳݊ ܗ݊܈܂ ⻪᰼٩ںڻ
⠊๒⍴ڼ㋅ዂۣڝڪۏڕؤᕘᎡ⏏ಇڸጎᕰใ⦭ڻ઺ᯅۜړڝი๒٩ۀᕠګ၂౗઺ᯅڹ੻ẓۣెڕؤ౜⍴ۜڪ׹៷ڼ੩ڪۏڨڹ٪
ʵ઺ᯅڸጎᕰڕڻڞڸი๒ڿڮ٩ۀ⇑⊃♑ۣ㗱ᦓზຄڪۏڞڱڰڕڷڬڦ٪

ҿᕘᎡ⏏ျ૫⤗ۣ⇊ი੩൹᜕ۜڢڛڼ੩൹⥚໡ڷڨڹ❰�ᑱ㕦٩ᨘ ૪�๗៷٩ڨ׹ᤫڻڰ㘙ۣ׹യೞڪۏڨ٪
ҿ╼ֻۜاڼၸ⃮ᴓᓈ⚥ׅ੩٩ےڰۜڻڹᕘᎡ⏏ᓈ⽄ᯅෙૌ♑ڹ㊃ᡐۣပۛ٩ኲ౳໔ヅܗܼܠ ٩ەܺ݋
᜾⸪൬ᓻૌۣ㕟௨٩ڨᕘᎡ⏏ಇڿ๑▘ᓈ⚥ᯅ⊙ڿۉ᜾⸪֩កౙە᜾⸪⟝᜽ۣڪۏڕؤ٪

ҿᓈ⚥ᯅ⊙ڿጕᩞڿᝧהڕ⒵ୗ٩ڷڨڹᕘᎡ⏏ಇڿኙ׸㱣ِ᫜݊ ֻኙ㱤ڼጎ۳݂ڷڨ ڹܦܒ܆݂݋܎
⇊იاኙૌۣ዆ᤳڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ಇ઺ᯅڿ⍭݊׹ ֟ᩎڿḖ݊׹ ᜾⸪ڿ૎᜽

ҿյڕᴃๆۜړڿᕘᎡ⏏ڿ᪁ᯅۣḖ٩ےڰۜڪ׹ዘ౾ەᄩ݊ ᒀᩎ♑ۣןڸ଑ۜړڝڿۓڗი๒٩ۀ
٪ڪۏڨڹ੩ۜڪ׹଑ۣןڿᕘᎡ⏏≹ᩎڼਸڿڮ

ҿᕘᎡ⏏ڿ૎⟃ׅ⫉݊ ≹ᯅ٩ۜړڸⲥ᪬٩㖺ᷠອ➃รۣںڻ⁈تֻۄᓈ⚥カᩎ֗ڿ㌊ڼอۛ
֡۝ۜ੩ڪۏڨڹ٪

ᕘᎡ⏏≹ᩎรۄ૎⟃ׅ⫉݊ ૎⟃≹ᯅڿḖ׹

ҿកֻ౹๖઺ᯅ૯٩ڷڕڛڼᕘᎡחඨ⫉⸪ڲ؉ۣ܇݋ܩܯ݋ܪڿڷڕڵڼ⊊⼨ܺ݋ܪਠ٩ڣ
ౝ݊⼁ڿ٩ᕘᎡ⏏ಇڜیۜڪᘍზۣᷖ⍬୚ڿ♑㊍ំℊ᷇ڿ⊊⼨ ٩ڢ⽄ۣ݋ܙ݋܂ۜڪ઒➙ڷڬଇۓᘍზڿ♑ඨח
ᕘᎡ➩Ẓۣ⎭ۛਠڰۏ٪ڪۏڣફနڠڵڼ؁ڿ֟⊰֗ڿڕი᜕ڢ⽄ۣ܇݋ܜ۳܄ܺ܎܇ܖڼᕘᎡڿ㢏֩⍬୚ۣڪۏڕؤ٪

ҿׅ੩૸ᯅ᜕㊠ཚ⃥ڿےڰڿ໔ۀ♑܈ܢ݋܄ە⏏ಇڿ઺ᯅۣᑔᑽڠḖڨ׹⏏ಇڿ➩Ẓᷠร൞᪆ِۣڪۏے٪
ʜ΢ᦏًᓎᔍ٩㝓ًᒆ೺٩ؘ׹ ൵ゐᅎᱥ׹ל٩໔ڿヒ֡٩੩൹ᱥ྽ە੩൹׹໔٩〠௝໡ەẐ២໡ںڻ
ʜΣس਱₉ᤛ݋܆۾܎٩଑٩᤺׹ ۾ܹە໔܈݋ܹ▘٩๑ܺܕܪەથ⇑ᒆؤ ェゝ૫ኮڿ૸ᯅ໡ە໡┃٩ۿ݂ܚ݋
ʜΤ㕰ୀ⤗⻼␇٩ؤ᤺ڿ‘ڿૌًܤܺ܃٩
ʜΥ๑▘ᓚ౿٩☏ׅಗ⏚٩≹ᯅ݊ ֗⩭ᒡ᭎⃥೎⇑
ʵਠ⼵ڿ♑܈ܢ݋܄೺٩ڷڕڵڼ׹ዂᨭ⍴ڼ዆⡕ზຄۣ᠖ೞڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ڿ➩Ẓ݊ ≹ᯅḖᖤඨ

ҿᅱ㗢ౝ⽄⢾٩ۛۙڼᅝიڿ㘹ۣ֩۾݋ܣᅱ㗢ౝ⍬㘹֩ۜڪ݋ܟۺڝ
੩ۛۙڼ ܗۣ܈܂ػႵᨵᤛڸഏẛܘ݂ܭܖ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿᅱ㗢ౝ⍬㘹ۣ݋۽ܺܜ۷⁅ؘۜۙڼኲଯڼઘ֡۝㘹ᵡ۷܂݋۽ܺܜ
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ/('⁢ᥩ٩‗ἃහ೥ڿ➔೥ඨ׹౹٩㌊ڿ㘘ਸഃᕊ٩֟ ᙒ٩݋܄݂܊ᦏ
ౝ೺ڨ׹៷ۣ݋܄݂܊׹㘹ᵡ۷ܗۣ܈܂݋۽ܺܜ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿܸ۳ۛۙڼܤ۶ܺ܆ܗ ؘ⁆ౝۣอۛ֡ڷ۝⁢ᥩܗۣ܈܂ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿ$,ۣڰڕ׹◌⾰ഃᕊۣڗؤ੩٩ڸ൞Ↄڕ⪕ڿ◌⾰ᱥڿഃᕊۣڕؤ◌
ܗۣ܈܂⾰ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿẂڕㆼᑿۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ڬڦጓ₀ۣ㇏ẛל ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥౳૯ܴܹܫڻڦ׀ڝ ⁅ؘۀ٩ਸ㕦ᨭ‘ۜڕڷڴڻڹ㘘๒૯ڿܯ݋
᠞ᵡۣอۛܗۣ܈܂⾰◌٩ڠڪە ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ၂ਸ₀ۣ೺ڰڨ׹᠞ᵡܗۣ܈܂⾰◌ۜۙڼ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿፄਠ⠌ඨלۜۙڼጓ₀㇏ẛۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᅝᨭ݊ ಣᨭ֗ڿ⩭ፀዉڰ۝ڦ⾰◌ڿ◌ᵡۣ㉻ㄲۣ઒ق⾰◌قڷڨፀ
ዉڼ�᳏೺ق⾰◌ق٩ڸڹڤۜڪ׹ፀዉڿዉಇℊᙰۣᣢ༹٩ڨ㉻ㄲۣ
઒ڸڹڤۜڪ㉻ㄲܗۣ܈܂⾰◌ۜڜڜڼ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿۣשـڿۚڜᰬـ၂ਡܗܒܣಇשـڿゖ⊢ᰣڼủڿ۳ܻܗ٩ے៬ש
ܗۣ܈܂㊨שڨ׹೺ڼںڻשᤀڿۉ⠌၂ە ㇏ẛڪۏڨ٪

ҿ)F��1�࣯ધਠڿዥ዆٩ڸڹڤۜڪڹܗ݋ܹ۾݂܂ڻਸᖤඨ㉿ᒎ׀ڝ
٩㉱ᵡᖤ݊ڠڦ ㉱שᖤۓᯍ٩ۛڻڠڦ׀ڷےಇ㌊ڿ㏮♒ڝً⧘ڿᝉഃڦ
٪ڪۏڨڹᓈ⃥ڕِڿ੉ᖤ⤠ڿᨭ㕦���ᑱ׹ପ⊊⼨٩ڸڹڤ۝ۜ

ҿಇ⹮ᩎڷڕڵڼ㖰ᶂ݊ ⤠੉݊ ܝ݂ ڨܰ׹៷ᩎۣ➉܈۾ܒܾ ܂܈݂ܙܕ݂
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿֻܺ݋ܪધᅢڿ◌⾰᠞ᵡ⽄௝ۣᅰ੯㙚ೞۜڪڹ੩٩ڸ‗ᮖ݊ ୠ⇑݊ ᨍ
ᤫܗۣ܈܂܈݂ܙܕ݂ܰڿ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ⠊គ઺ᯅۀ➣ت⁮ۜړڸᓈ⃥☏ׅᓞڞẠڨᔻڕڵڼ۱܀݋܎ܤ۱ڿ
٩ᅧ㕦݊ڠڻۀڸڢڱᦓ㕦ಇڿ٩㉻ᑎڷ ૆ۓלጎᕰڞۜڸ ݋ܹܤڼڗۙ
ڛڷڨ؉٩��ᦓ㕦ฮછ૯ഃۣ⒵ڢ⽄۳ۣܳܺ܏ ٪ڪۏۛ

ҿῺዕᦓۀڼጎᕰڝܯ݋ܐ⹝ዕℊ᷇ڿ⒵⾋ۣڕؤᕰᖢ೎⢾ۣ዆ᤳڨ
٪ڪۏ

ҿṓℊඨۜۙڼ ㇀ᓷඨۣ⤕ᚅ٩ڕؤۣ⼨⽄ڿᩢڷڨ၂⎴ᣢ⪖ۣਣ⻢ܗ܈܂ڨڹഏẛۣပ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼᄃ∸ڷڢᣢᅙۣ㋊ڿヅֶڻਣใ㉫⍴ڰۏ٪ڪۏۛ
ҿᓈ⃥⃮ڿᖤਠ٩᥋኏ᓈ⃥ڿᴔ⢾ᩢۣ㋊ڷڢᤫ⽄ᩢۣ㍃⢾ۜڪ ੩ڝใ⦭٩ڸ᥋኏ᩢۣᢄบۜڪ ᕠ⻢٩ᩢڠڻڝ ᓞڿܗ܈܂ڞᝓڞഏẛۣပ ∸ۛᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥ڿႵⓨۣڞۜڸ 㗃ۛۜڣړ੩ۛۙڼ ٩ֶ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڷڨڠᓄյۣ⑑ے⊣
٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڨഏẛۓᤅ㎛ڿᴔֶ೎೥ڹഏֶ㎛៰ڿ੩ֶׅڰۏ
᥋኏ᴔ၂Ⴕⓨڿ⼓૯೎೥㎛ۣẛۚڷڨ⼓૯ᢄบڿܗ܈܂ഏẛۣပۛ∸ᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪

ҿ۹ۿܤ ഏẛۣပڿܗ܈܂ܺܲ܆ܚ۳ڿ௝⽄ۄรܺܜܠ٩ᅱ㗢ౝ⍬㘹ڷڕ׹ۣ܈ܢ݋܄➽㘹֩ପܘܒܹ ٪ڪۏۛ
ʵごየهڻᯔڿ♑ܺ݋ܪ዆⡕ۣ▲ې㎙٩ھᕠ⻢ڻᤅ㎛♑ڿ᳻៳ ڛڷڨ㜐ۣ⚂ೞػ੩ׅڰڴ٩᫬᝿ۣទڨᤅ㎛ۣ⾰ᤇڰڨ෭ڼ⊊⼨⽶ᔍڹۛ ٪ڪۏۛ

ʵ⠊គ઺ᯅ٩ۀ➣ت⁮ۜړڸ=(%㱣ܗ݊ܒܜ ܼ݊܋ ݊݋۽ܺܜ۷ ڛڷڨ⍭㒐ڼ݋ܙ݂ܸܦڿ㱤ܺܢ ٪ڪۏۛ
٪ڪڸ⦭ใڝڕ૎הڛڿ⇊዆ڿ⃥⚥ᄃ㍃ᚅᓈ∸۝ۜڦ⸹થڼ%)=٩݋۽ܺܜ۷⏇

ᓈ⃥ኵᛲᔻڿ⟬ទ⚌⇑ܸ݂ڿܗ܈܂ۿ݂ܚりᝧ㇏ẛ

၂ਡׅ૸⃥⼓૯ᢄบ⼨⊋

ⲥ᪬ےᩉᩰ዆׹ଛ㱣ت⁮➣㱤

ې➣อۛڿۉᄃ∸ۄഏẛรܗ܈܂ ⸹૯ഃܗ۾۶܇ܼܦ

ᕘᎡ⏏၂౗れ⅌݊၂౗Ḗ׹
၂≹၂ḽڸ၂౗ڹ౹኏౹᫐ۣ؁ផڪۏڨ

☽ׅ֗හֻܺ݋ܪ᭥
᥎ᕘᎡחඨ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

☽ׅ֝හᅥ؁⍴۹݊܇܎܈ ፋ܈݋ܩ܈؅ઙ
ջጞᑱ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

ʵؘᫀۀ⊃㍃⢾٩ڸڿۜڻڹ᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨㍃⢾ڗۙ
ʜ᥋኏ᩢۀႵᨵ⍴ڼᴔ⢾͂ۜڪ ᤫ⽄Ⴕⓨ၂ਸᬞ♑׈ẓ㌊ۀ㌊೥⍴ڼᢄบڪۏڨ٪
� ʜʜ� ͂ ᤫ⽄ᩢ׈ẓ㌊ۀ౳᤾စ۹ڸׅᷖۿ݂܆݋܀ܺ݋ᤳׅڪۏڨ٪

ت݊⁮ ؄ਠ❾੘݊ ݊׺$2؊, ᄃ݊∸ܗ۾۱ ݊⮅ਟ܈۷݋ܣ ㎚ᩏᓈ⽄��កֻ౹๖઺ᯅ૯

؄ਠ❾੘ᓈ⚥⽄⼨੩൹᜕ʜ؄ਠ�❾੘

⽄⼨઺ᯅ-9

ෙ֩ܯ݋ܐ

ᤳׅ઺ᯅ-9

ယಇᅢڸᅥܗۣ۾۶܇ܼܦڿڠ ➩㟭٪
⽄⼨઺ᯅ٩ෙ֩٩ܯ݋ܐᤳׅ઺ᯅڿᙄۣاㅅڙۏ౳૯ڿ
⽄⼨ۣอ ٪ڪۏےڹۏۛ
ᓻ۳݂܅ܖڕ ٪ڪۏڨ᠖᫹ۣܺ݋ܪڕڨᤫڸ֩

ᄃ⼨⊋ʜ᪁╔�ᱍ∸ܗ۾۱

૬ⲲẄᰂ㊀⽄⼨੩൹᜕
૬Ⲳ�Ẅ

ׅኙ㗏ֻኙಷ᣺៥
የ᱃�⫭઒

ᩦ઀㌔ᐯֻኙಷ᣺៥
ਸᐘ�❾

ᵯه׺㛚⽄⼨
�ᗖ์ִ׀

㕰ը⩦ไ
፳ᨵ�⣤╔

ᩏ⫭ֽ⽄⼨੩൹᜕ד
ܸ ݋ܙ۳܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂

ֽ⫬�ᩏד

ᅥڿڠഺი⽄⼨݊ ഺი݂܎ܺ܄݂܂
٩ੂڨڜ׸㟭ۣ➩ڿܗ ഺი㌊೥ۣڼ
౹๖ڪۏڨ⼨⽄ڸ٪ഺიڠۛڶڲۏڹ
ܪە٩ፄᅢ◌㕦ۚڜ㟭➩ڻごየڿ
ܾ۳۷◌㕦ڿڸഺი⍴ڻ଑ۓךڕ
጑ؼ⍴ڻ⑋ا ٪ڪۏڨ⇊዆ڷڴۓۣ

ᰂ㊀⽄⼨ڹ݋܅۳ܟܘ۱ڿ
ᰂ㊀ڿ౳૯٪ڪۏڨ⊊พڷڨ
ᔗᓚۣᛲۛ؉ۓڹڹۜڬڰ
⍴ؼ጑ڼ⼨⽄׺؊2$,٩ڼ
ᰂڕؤۣ܈۳ܟܘ᜾⸪۱ڻ
㊀⽄⼨ۣڪۏڙו٪

ᓈ⃥౳૯ڿ∸ᄃ⽄⼨ۣ٩ڕؤ
݋ܬ܄⼨⽄ڿۉ⼨⽄׺$2؊,
ܗۣ ౝ݊٪ڪۏڕؤ ₀݊ ى݊ ᱥᭂ
⽄௝ڹᓈ⚥۳݂܅ܖ ⠊๒⍴ڿ
Ẓ➩٪ڪۏڨڹؼᮖ⼫ۣ጑ڻ
≹ᯅ⏇ڼ%)=ڿ㕰۠ۜᇡ໡
ૌڼพോ٩ۛڛڷڨ౶౹ᓈ⚥
٪ڪۏڲទۣا⑋ڼඨ%)=ڿ

ےکۀۣܺ݋ܪܗ݋܄݂܂
ڼ⼨⽄ڿ㕦◌ڻ٭ᰌۜڪڹ
ڷڨڹܗ݂܎ܺ܄݂܂㛚ه
พ⊋ه٩ڼۓڹڹۜڪ㛚ܴ܆
ڼ㕟⍬ڿ⸪᜾݂ܶ܆݋ܻܮ
յڪۏڕڷڢ٪

ᓈ⚥⽄⼨ڿ➩㟭ۣ౗ڼຑန
⶯๒ۣḖڿڹ⚥ᓈڹ⁅ؘڿ
۳݂܅ܖڰڨڜ ٪ڪڸᕃᙄڝ
၂ਠܻ٩ۚڜܺܨᓈ⃥౳૯
܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂ܸڿڸۏ
۳݂ ٪ڪۏڕؤۣ

֟ᔗḜ∄∙ۣۜڪڹےکۀ
⽫㊀ڼ⦭⫉⟄૎ڿںڻᯔח
ᔗḜ֟ۀڸ⊊⼨٩ᨵڠẂڝ
܌٩كܘ݋ܞ㕰۠ۜڼ∙∄
٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨ڿڸكܗܤ

⼨⽄׺$2؊,
௝݊⽄ڼੂ ᰂ㊀೥㎚ڿ⽄⼨݊ ⚌
⇑ۣෙ֩ڹܯ݋ܐෙఀڷڨ㊍ے
ڹۛۛەڿڹ⏏٪ڪۏ ੩൹⍴ںڻ
㊃ᡐڿڹ٩ᤳׅ઺ᯅܗ݋ܬ܄ڻ
ۣ֩ᓻڪۏے٪

➣ت⁮
ယಇᅢڸᅥᤅڿ㘭ᥭᒎڕِڿᓈ⚥⃥ڿᤳׅ዆⡕ۓទٝٴ٩ڲ㌊ڿᅱ㗢ٵ
ܗ݂ڕڻڢᝓٴڸ઺ᯅڰڴڻڹܺܖܱڿ ܣܹ܈ڗڕڹٵڕڻۀܺܜ ܗۣܒ
⟝᜽ڰڨ᜾⸪⤗㘘ဉ٪㉆ᑱဂယֻڿ♑ٵܺ݋ܪ݋ۖڲڤڨٴۓڷڕڛڼ⻪
᰼ᤳ⽄ۣኵᛲ٩ڬڦ၂౗ෙ֩઺ᯅڿڹᓻမܗܾܒܜڻ ڕڨᤫڼႵۣ۾݋
ِ໔ヅׅۣܺ݋ܪڻᨭಇڼ‾Ὼዕڸ዆⇊ڪۏڨ٪

⮅ਟ܈۷݋ܣ
⸪᜾ܗ݋ܹ۾݂܂ܗ܈ܻܗ܈ܻܦ
㗏݊⋰٩ڲទۣېᓻڼ ֻኙڿںڻ
ֻ⻪᰼ׅ੩ڿᤳׅ዆⡕ۓ๒۠
ڨᤫڿڤ۵ۣܞ۵ܝڿڮ٩ڲទڬ
ڨ⍬ᠩڼ኏೥ڸ⽄ᓈڿܺ݋ܪڕ
٪ڪۏ

㎚ᩏᓈ⽄ׅᯅ
㜣዇☽֗٩ڷڣ᠆ۣ┝❅ڿᕘᎡ
⏏ೞڿزᔪ໡ڿ౗٩၂Ⴅۉᗎ㉉
๖઺ᯅ૯ۣ֩౹ڗۙۜڞڸڝڨ
๒۠ڷڬᤫۣܺ݋ܪڕڨኵᛲڦ
٪ڪۏڬ

ಇᩢ૩⢾ܗܒܣ
℥؉ᩢ૩⢾
᥋኏ᩢ
᥋኏Ⴕⓨ܈݋ܨ⼓૯ᢄบ⚠န

᪁�ֽ᷷׀

���������

*/ܸ۳݂

᥋኏Ⴕⓨ
᥋኏ᩢ

᥋኏Ⴕⓨᢄบ
᥋኏ᩢᢄบ

ᤫ⽄Ⴕⓨ
ᤫ⽄ᩢ

᥋኏ႵⓨᢄบẒ۳݂ܸې 㱣*/�����㱤

᥋኏ႵⓨᢄบẒې
ܸ۳݂ 㱣*/�����㱤

၂ਡ

Ⴕⓨ౳ᢄบܸ۳݂

ᩢ㌊೥ᢄบ ۳ܸ݂

᥋኏ܗܒܣ⤠်⃎

1FL
*/ܸ۳݂

1FL

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ׅᷖۿ݂

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ᤫׅᷖۿ݂
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ڗۙ
㍃⢾⼨⊋ۣڪۏڕؤ٪

ҿ጑ׅؼ੩ᯅ⤗ەカᱥᩎڿ❸֡ᯅ⤗٩ڷڕڵڼ໔ヅ݊ ኲ౳݊ ܗ݊܈܂ ⻪᰼٩ںڻ
⠊๒⍴ڼ㋅ዂۣڝڪۏڕؤᕘᎡ⏏ಇڸጎᕰใ⦭ڻ઺ᯅۜړڝი๒٩ۀᕠګ၂౗઺ᯅڹ੻ẓۣెڕؤ౜⍴ۜڪ׹៷ڼ੩ڪۏڨڹ٪
ʵ઺ᯅڸጎᕰڕڻڞڸი๒ڿڮ٩ۀ⇑⊃♑ۣ㗱ᦓზຄڪۏڞڱڰڕڷڬڦ٪

ҿᕘᎡ⏏ျ૫⤗ۣ⇊ი੩൹᜕ۜڢڛڼ੩൹⥚໡ڷڨڹ❰�ᑱ㕦٩ᨘ ૪�๗៷٩ڨ׹ᤫڻڰ㘙ۣ׹യೞڪۏڨ٪
ҿ╼ֻۜاڼၸ⃮ᴓᓈ⚥ׅ੩٩ےڰۜڻڹᕘᎡ⏏ᓈ⽄ᯅෙૌ♑ڹ㊃ᡐۣပۛ٩ኲ౳໔ヅܗܼܠ ٩ەܺ݋
᜾⸪൬ᓻૌۣ㕟௨٩ڨᕘᎡ⏏ಇڿ๑▘ᓈ⚥ᯅ⊙ڿۉ᜾⸪֩កౙە᜾⸪⟝᜽ۣڪۏڕؤ٪

ҿᓈ⚥ᯅ⊙ڿጕᩞڿᝧהڕ⒵ୗ٩ڷڨڹᕘᎡ⏏ಇڿኙ׸㱣ِ᫜݊ ֻኙ㱤ڼጎ۳݂ڷڨ ڹܦܒ܆݂݋܎
⇊იاኙૌۣ዆ᤳڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ಇ઺ᯅڿ⍭݊׹ ֟ᩎڿḖ݊׹ ᜾⸪ڿ૎᜽

ҿյڕᴃๆۜړڿᕘᎡ⏏ڿ᪁ᯅۣḖ٩ےڰۜڪ׹ዘ౾ەᄩ݊ ᒀᩎ♑ۣןڸ଑ۜړڝڿۓڗი๒٩ۀ
٪ڪۏڨڹ੩ۜڪ׹଑ۣןڿᕘᎡ⏏≹ᩎڼਸڿڮ

ҿᕘᎡ⏏ڿ૎⟃ׅ⫉݊ ≹ᯅ٩ۜړڸⲥ᪬٩㖺ᷠອ➃รۣںڻ⁈تֻۄᓈ⚥カᩎ֗ڿ㌊ڼอۛ
֡۝ۜ੩ڪۏڨڹ٪

ᕘᎡ⏏≹ᩎรۄ૎⟃ׅ⫉݊ ૎⟃≹ᯅڿḖ׹

ҿកֻ౹๖઺ᯅ૯٩ڷڕڛڼᕘᎡחඨ⫉⸪ڲ؉ۣ܇݋ܩܯ݋ܪڿڷڕڵڼ⊊⼨ܺ݋ܪਠ٩ڣ
ౝ݊⼁ڿ٩ᕘᎡ⏏ಇڜیۜڪᘍზۣᷖ⍬୚ڿ♑㊍ំℊ᷇ڿ⊊⼨ ٩ڢ⽄ۣ݋ܙ݋܂ۜڪ઒➙ڷڬଇۓᘍზڿ♑ඨח
ᕘᎡ➩Ẓۣ⎭ۛਠڰۏ٪ڪۏڣફနڠڵڼ؁ڿ֟⊰֗ڿڕი᜕ڢ⽄ۣ܇݋ܜ۳܄ܺ܎܇ܖڼᕘᎡڿ㢏֩⍬୚ۣڪۏڕؤ٪

ҿׅ੩૸ᯅ᜕㊠ཚ⃥ڿےڰڿ໔ۀ♑܈ܢ݋܄ە⏏ಇڿ઺ᯅۣᑔᑽڠḖڨ׹⏏ಇڿ➩Ẓᷠร൞᪆ِۣڪۏے٪
ʜ΢ᦏًᓎᔍ٩㝓ًᒆ೺٩ؘ׹ ൵ゐᅎᱥ׹ל٩໔ڿヒ֡٩੩൹ᱥ྽ە੩൹׹໔٩〠௝໡ەẐ២໡ںڻ
ʜΣس਱₉ᤛ݋܆۾܎٩଑٩᤺׹ ۾ܹە໔܈݋ܹ▘٩๑ܺܕܪەથ⇑ᒆؤ ェゝ૫ኮڿ૸ᯅ໡ە໡┃٩ۿ݂ܚ݋
ʜΤ㕰ୀ⤗⻼␇٩ؤ᤺ڿ‘ڿૌًܤܺ܃٩
ʜΥ๑▘ᓚ౿٩☏ׅಗ⏚٩≹ᯅ݊ ֗⩭ᒡ᭎⃥೎⇑
ʵਠ⼵ڿ♑܈ܢ݋܄೺٩ڷڕڵڼ׹ዂᨭ⍴ڼ዆⡕ზຄۣ᠖ೞڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ڿ➩Ẓ݊ ≹ᯅḖᖤඨ

ҿᅱ㗢ౝ⽄⢾٩ۛۙڼᅝიڿ㘹ۣ֩۾݋ܣᅱ㗢ౝ⍬㘹֩ۜڪ݋ܟۺڝ
੩ۛۙڼ ܗۣ܈܂ػႵᨵᤛڸഏẛܘ݂ܭܖ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿᅱ㗢ౝ⍬㘹ۣ݋۽ܺܜ۷⁅ؘۜۙڼኲଯڼઘ֡۝㘹ᵡ۷܂݋۽ܺܜ
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ/('⁢ᥩ٩‗ἃහ೥ڿ➔೥ඨ׹౹٩㌊ڿ㘘ਸഃᕊ٩֟ ᙒ٩݋܄݂܊ᦏ
ౝ೺ڨ׹៷ۣ݋܄݂܊׹㘹ᵡ۷ܗۣ܈܂݋۽ܺܜ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿܸ۳ۛۙڼܤ۶ܺ܆ܗ ؘ⁆ౝۣอۛ֡ڷ۝⁢ᥩܗۣ܈܂ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿ$,ۣڰڕ׹◌⾰ഃᕊۣڗؤ੩٩ڸ൞Ↄڕ⪕ڿ◌⾰ᱥڿഃᕊۣڕؤ◌
ܗۣ܈܂⾰ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿẂڕㆼᑿۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ڬڦጓ₀ۣ㇏ẛל ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥౳૯ܴܹܫڻڦ׀ڝ ⁅ؘۀ٩ਸ㕦ᨭ‘ۜڕڷڴڻڹ㘘๒૯ڿܯ݋
᠞ᵡۣอۛܗۣ܈܂⾰◌٩ڠڪە ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ၂ਸ₀ۣ೺ڰڨ׹᠞ᵡܗۣ܈܂⾰◌ۜۙڼ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿፄਠ⠌ඨלۜۙڼጓ₀㇏ẛۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᅝᨭ݊ ಣᨭ֗ڿ⩭ፀዉڰ۝ڦ⾰◌ڿ◌ᵡۣ㉻ㄲۣ઒ق⾰◌قڷڨፀ
ዉڼ�᳏೺ق⾰◌ق٩ڸڹڤۜڪ׹ፀዉڿዉಇℊᙰۣᣢ༹٩ڨ㉻ㄲۣ
઒ڸڹڤۜڪ㉻ㄲܗۣ܈܂⾰◌ۜڜڜڼ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿۣשـڿۚڜᰬـ၂ਡܗܒܣಇשـڿゖ⊢ᰣڼủڿ۳ܻܗ٩ے៬ש
ܗۣ܈܂㊨שڨ׹೺ڼںڻשᤀڿۉ⠌၂ە ㇏ẛڪۏڨ٪

ҿ)F��1�࣯ધਠڿዥ዆٩ڸڹڤۜڪڹܗ݋ܹ۾݂܂ڻਸᖤඨ㉿ᒎ׀ڝ
٩㉱ᵡᖤ݊ڠڦ ㉱שᖤۓᯍ٩ۛڻڠڦ׀ڷےಇ㌊ڿ㏮♒ڝً⧘ڿᝉഃڦ
٪ڪۏڨڹᓈ⃥ڕِڿ੉ᖤ⤠ڿᨭ㕦���ᑱ׹ପ⊊⼨٩ڸڹڤ۝ۜ

ҿಇ⹮ᩎڷڕڵڼ㖰ᶂ݊ ⤠੉݊ ܝ݂ ڨܰ׹៷ᩎۣ➉܈۾ܒܾ ܂܈݂ܙܕ݂
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿֻܺ݋ܪધᅢڿ◌⾰᠞ᵡ⽄௝ۣᅰ੯㙚ೞۜڪڹ੩٩ڸ‗ᮖ݊ ୠ⇑݊ ᨍ
ᤫܗۣ܈܂܈݂ܙܕ݂ܰڿ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ⠊គ઺ᯅۀ➣ت⁮ۜړڸᓈ⃥☏ׅᓞڞẠڨᔻڕڵڼ۱܀݋܎ܤ۱ڿ
٩ᅧ㕦݊ڠڻۀڸڢڱᦓ㕦ಇڿ٩㉻ᑎڷ ૆ۓלጎᕰڞۜڸ ݋ܹܤڼڗۙ
ڛڷڨ؉٩��ᦓ㕦ฮછ૯ഃۣ⒵ڢ⽄۳ۣܳܺ܏ ٪ڪۏۛ

ҿῺዕᦓۀڼጎᕰڝܯ݋ܐ⹝ዕℊ᷇ڿ⒵⾋ۣڕؤᕰᖢ೎⢾ۣ዆ᤳڨ
٪ڪۏ

ҿṓℊඨۜۙڼ ㇀ᓷඨۣ⤕ᚅ٩ڕؤۣ⼨⽄ڿᩢڷڨ၂⎴ᣢ⪖ۣਣ⻢ܗ܈܂ڨڹഏẛۣပ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼᄃ∸ڷڢᣢᅙۣ㋊ڿヅֶڻਣใ㉫⍴ڰۏ٪ڪۏۛ
ҿᓈ⃥⃮ڿᖤਠ٩᥋኏ᓈ⃥ڿᴔ⢾ᩢۣ㋊ڷڢᤫ⽄ᩢۣ㍃⢾ۜڪ ੩ڝใ⦭٩ڸ᥋኏ᩢۣᢄบۜڪ ᕠ⻢٩ᩢڠڻڝ ᓞڿܗ܈܂ڞᝓڞഏẛۣပ ∸ۛᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥ڿႵⓨۣڞۜڸ 㗃ۛۜڣړ੩ۛۙڼ ٩ֶ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڷڨڠᓄյۣ⑑ے⊣
٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڨഏẛۓᤅ㎛ڿᴔֶ೎೥ڹഏֶ㎛៰ڿ੩ֶׅڰۏ
᥋኏ᴔ၂Ⴕⓨڿ⼓૯೎೥㎛ۣẛۚڷڨ⼓૯ᢄบڿܗ܈܂ഏẛۣပۛ∸ᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪

ҿ۹ۿܤ ഏẛۣပڿܗ܈܂ܺܲ܆ܚ۳ڿ௝⽄ۄรܺܜܠ٩ᅱ㗢ౝ⍬㘹ڷڕ׹ۣ܈ܢ݋܄➽㘹֩ପܘܒܹ ٪ڪۏۛ
ʵごየهڻᯔڿ♑ܺ݋ܪ዆⡕ۣ▲ې㎙٩ھᕠ⻢ڻᤅ㎛♑ڿ᳻៳ ڛڷڨ㜐ۣ⚂ೞػ੩ׅڰڴ٩᫬᝿ۣទڨᤅ㎛ۣ⾰ᤇڰڨ෭ڼ⊊⼨⽶ᔍڹۛ ٪ڪۏۛ

ʵ⠊គ઺ᯅ٩ۀ➣ت⁮ۜړڸ=(%㱣ܗ݊ܒܜ ܼ݊܋ ݊݋۽ܺܜ۷ ڛڷڨ⍭㒐ڼ݋ܙ݂ܸܦڿ㱤ܺܢ ٪ڪۏۛ
٪ڪڸ⦭ใڝڕ૎הڛڿ⇊዆ڿ⃥⚥ᄃ㍃ᚅᓈ∸۝ۜڦ⸹થڼ%)=٩݋۽ܺܜ۷⏇

ᓈ⃥ኵᛲᔻڿ⟬ទ⚌⇑ܸ݂ڿܗ܈܂ۿ݂ܚりᝧ㇏ẛ

၂ਡׅ૸⃥⼓૯ᢄบ⼨⊋

ⲥ᪬ےᩉᩰ዆׹ଛ㱣ت⁮➣㱤

ې➣อۛڿۉᄃ∸ۄഏẛรܗ܈܂ ⸹૯ഃܗ۾۶܇ܼܦ

ᕘᎡ⏏၂౗れ⅌݊၂౗Ḗ׹
၂≹၂ḽڸ၂౗ڹ౹኏౹᫐ۣ؁ផڪۏڨ

☽ׅ֗හֻܺ݋ܪ᭥
᥎ᕘᎡחඨ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

☽ׅ֝හᅥ؁⍴۹݊܇܎܈ ፋ܈݋ܩ܈؅ઙ
ջጞᑱ݋܎݂܊Ⴕⓨ׈ẓᤨك

ʵؘᫀۀ⊃㍃⢾٩ڸڿۜڻڹ᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨㍃⢾ڗۙ
ʜ᥋኏ᩢۀႵᨵ⍴ڼᴔ⢾͂ۜڪ ᤫ⽄Ⴕⓨ၂ਸᬞ♑׈ẓ㌊ۀ㌊೥⍴ڼᢄบڪۏڨ٪
� ʜʜ� ͂ ᤫ⽄ᩢ׈ẓ㌊ۀ౳᤾စ۹ڸׅᷖۿ݂܆݋܀ܺ݋ᤳׅڪۏڨ٪

ت݊⁮ ؄ਠ❾੘݊ ݊׺$2؊, ᄃ݊∸ܗ۾۱ ݊⮅ਟ܈۷݋ܣ ㎚ᩏᓈ⽄��កֻ౹๖઺ᯅ૯

؄ਠ❾੘ᓈ⚥⽄⼨੩൹᜕ʜ؄ਠ�❾੘

⽄⼨઺ᯅ-9

ෙ֩ܯ݋ܐ

ᤳׅ઺ᯅ-9

ယಇᅢڸᅥܗۣ۾۶܇ܼܦڿڠ ➩㟭٪
⽄⼨઺ᯅ٩ෙ֩٩ܯ݋ܐᤳׅ઺ᯅڿᙄۣاㅅڙۏ౳૯ڿ
⽄⼨ۣอ ٪ڪۏےڹۏۛ
ᓻ۳݂܅ܖڕ ٪ڪۏڨ᠖᫹ۣܺ݋ܪڕڨᤫڸ֩

ᄃ⼨⊋ʜ᪁╔�ᱍ∸ܗ۾۱

૬ⲲẄᰂ㊀⽄⼨੩൹᜕
૬Ⲳ�Ẅ

ׅኙ㗏ֻኙಷ᣺៥
የ᱃�⫭઒

ᩦ઀㌔ᐯֻኙಷ᣺៥
ਸᐘ�❾

ᵯه׺㛚⽄⼨
�ᗖ์ִ׀

㕰ը⩦ไ
፳ᨵ�⣤╔

ᩏ⫭ֽ⽄⼨੩൹᜕ד
ܸ ݋ܙ۳܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂

ֽ⫬�ᩏד

ᅥڿڠഺი⽄⼨݊ ഺი݂܎ܺ܄݂܂
٩ੂڨڜ׸㟭ۣ➩ڿܗ ഺი㌊೥ۣڼ
౹๖ڪۏڨ⼨⽄ڸ٪ഺიڠۛڶڲۏڹ
ܪە٩ፄᅢ◌㕦ۚڜ㟭➩ڻごየڿ
ܾ۳۷◌㕦ڿڸഺი⍴ڻ଑ۓךڕ
጑ؼ⍴ڻ⑋ا ٪ڪۏڨ⇊዆ڷڴۓۣ

ᰂ㊀⽄⼨ڹ݋܅۳ܟܘ۱ڿ
ᰂ㊀ڿ౳૯٪ڪۏڨ⊊พڷڨ
ᔗᓚۣᛲۛ؉ۓڹڹۜڬڰ
⍴ؼ጑ڼ⼨⽄׺؊2$,٩ڼ
ᰂڕؤۣ܈۳ܟܘ᜾⸪۱ڻ
㊀⽄⼨ۣڪۏڙו٪

ᓈ⃥౳૯ڿ∸ᄃ⽄⼨ۣ٩ڕؤ
݋ܬ܄⼨⽄ڿۉ⼨⽄׺$2؊,
ܗۣ ౝ݊٪ڪۏڕؤ ₀݊ ى݊ ᱥᭂ
⽄௝ڹᓈ⚥۳݂܅ܖ ⠊๒⍴ڿ
Ẓ➩٪ڪۏڨڹؼᮖ⼫ۣ጑ڻ
≹ᯅ⏇ڼ%)=ڿ㕰۠ۜᇡ໡
ૌڼพോ٩ۛڛڷڨ౶౹ᓈ⚥
٪ڪۏڲទۣا⑋ڼඨ%)=ڿ

ےکۀۣܺ݋ܪܗ݋܄݂܂
ڼ⼨⽄ڿ㕦◌ڻ٭ᰌۜڪڹ
ڷڨڹܗ݂܎ܺ܄݂܂㛚ه
พ⊋ه٩ڼۓڹڹۜڪ㛚ܴ܆
ڼ㕟⍬ڿ⸪᜾݂ܶ܆݋ܻܮ
յڪۏڕڷڢ٪

ᓈ⚥⽄⼨ڿ➩㟭ۣ౗ڼຑန
⶯๒ۣḖڿڹ⚥ᓈڹ⁅ؘڿ
۳݂܅ܖڰڨڜ ٪ڪڸᕃᙄڝ
၂ਠܻ٩ۚڜܺܨᓈ⃥౳૯
܅ܖܦ݋܀܈ܘ݂ܸڿڸۏ
۳݂ ٪ڪۏڕؤۣ

֟ᔗḜ∄∙ۣۜڪڹےکۀ
⽫㊀ڼ⦭⫉⟄૎ڿںڻᯔח
ᔗḜ֟ۀڸ⊊⼨٩ᨵڠẂڝ
܌٩كܘ݋ܞ㕰۠ۜڼ∙∄
٪ڪۏڕؤۣ⊊⼨ڿڸكܗܤ

⼨⽄׺$2؊,
௝݊⽄ڼੂ ᰂ㊀೥㎚ڿ⽄⼨݊ ⚌
⇑ۣෙ֩ڹܯ݋ܐෙఀڷڨ㊍ے
ڹۛۛەڿڹ⏏٪ڪۏ ੩൹⍴ںڻ
㊃ᡐڿڹ٩ᤳׅ઺ᯅܗ݋ܬ܄ڻ
ۣ֩ᓻڪۏے٪

➣ت⁮
ယಇᅢڸᅥᤅڿ㘭ᥭᒎڕِڿᓈ⚥⃥ڿᤳׅ዆⡕ۓទٝٴ٩ڲ㌊ڿᅱ㗢ٵ
ܗ݂ڕڻڢᝓٴڸ઺ᯅڰڴڻڹܺܖܱڿ ܣܹ܈ڗڕڹٵڕڻۀܺܜ ܗۣܒ
⟝᜽ڰڨ᜾⸪⤗㘘ဉ٪㉆ᑱဂယֻڿ♑ٵܺ݋ܪ݋ۖڲڤڨٴۓڷڕڛڼ⻪
᰼ᤳ⽄ۣኵᛲ٩ڬڦ၂౗ෙ֩઺ᯅڿڹᓻမܗܾܒܜڻ ڕڨᤫڼႵۣ۾݋
ِ໔ヅׅۣܺ݋ܪڻᨭಇڼ‾Ὼዕڸ዆⇊ڪۏڨ٪

⮅ਟ܈۷݋ܣ
⸪᜾ܗ݋ܹ۾݂܂ܗ܈ܻܗ܈ܻܦ
㗏݊⋰٩ڲទۣېᓻڼ ֻኙڿںڻ
ֻ⻪᰼ׅ੩ڿᤳׅ዆⡕ۓ๒۠
ڨᤫڿڤ۵ۣܞ۵ܝڿڮ٩ڲទڬ
ڨ⍬ᠩڼ኏೥ڸ⽄ᓈڿܺ݋ܪڕ
٪ڪۏ

㎚ᩏᓈ⽄ׅᯅ
㜣዇☽֗٩ڷڣ᠆ۣ┝❅ڿᕘᎡ
⏏ೞڿزᔪ໡ڿ౗٩၂Ⴅۉᗎ㉉
๖઺ᯅ૯ۣ֩౹ڗۙۜڞڸڝڨ
๒۠ڷڬᤫۣܺ݋ܪڕڨኵᛲڦ
٪ڪۏڬ

ಇᩢ૩⢾ܗܒܣ
℥؉ᩢ૩⢾
᥋኏ᩢ
᥋኏Ⴕⓨ܈݋ܨ⼓૯ᢄบ⚠န

᪁�ֽ᷷׀

���������

*/ܸ۳݂

᥋኏Ⴕⓨ
᥋኏ᩢ

᥋኏Ⴕⓨᢄบ
᥋኏ᩢᢄบ

ᤫ⽄Ⴕⓨ
ᤫ⽄ᩢ

᥋኏ႵⓨᢄบẒ۳݂ܸې 㱣*/�����㱤

᥋኏ႵⓨᢄบẒې
ܸ۳݂ 㱣*/�����㱤

၂ਡ

Ⴕⓨ౳ᢄบܸ۳݂

ᩢ㌊೥ᢄบ ۳ܸ݂

᥋኏ܗܒܣ⤠်⃎

1FL
*/ܸ۳݂

1FL

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ׅᷖۿ݂

ᩢ౳᤾စ۹܆݋܀ܺ݋ ᤫׅᷖۿ݂
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ⽄Ⴕⓨ ᤫ⽄Ⴕⓨ

ᤫ
⽄
ᩢ

ᤫ
⽄
ᩢ

᥋኏ᩢ׈ڼẓڕڻڨ ڗۙ
㍃⢾⼨⊋ۣڪۏڕؤ٪

ҿ጑ׅؼ੩ᯅ⤗ەカᱥᩎڿ❸֡ᯅ⤗٩ڷڕڵڼ໔ヅ݊ ኲ౳݊ ܗ݊܈܂ ⻪᰼٩ںڻ
⠊๒⍴ڼ㋅ዂۣڝڪۏڕؤᕘᎡ⏏ಇڸጎᕰใ⦭ڻ઺ᯅۜړڝი๒٩ۀᕠګ၂౗઺ᯅڹ੻ẓۣెڕؤ౜⍴ۜڪ׹៷ڼ੩ڪۏڨڹ٪
ʵ઺ᯅڸጎᕰڕڻڞڸი๒ڿڮ٩ۀ⇑⊃♑ۣ㗱ᦓზຄڪۏڞڱڰڕڷڬڦ٪

ҿᕘᎡ⏏ျ૫⤗ۣ⇊ი੩൹᜕ۜڢڛڼ੩൹⥚໡ڷڨڹ❰�ᑱ㕦٩ᨘ ૪�๗៷٩ڨ׹ᤫڻڰ㘙ۣ׹യೞڪۏڨ٪
ҿ╼ֻۜاڼၸ⃮ᴓᓈ⚥ׅ੩٩ےڰۜڻڹᕘᎡ⏏ᓈ⽄ᯅෙૌ♑ڹ㊃ᡐۣပۛ٩ኲ౳໔ヅܗܼܠ ٩ەܺ݋
᜾⸪൬ᓻૌۣ㕟௨٩ڨᕘᎡ⏏ಇڿ๑▘ᓈ⚥ᯅ⊙ڿۉ᜾⸪֩កౙە᜾⸪⟝᜽ۣڪۏڕؤ٪

ҿᓈ⚥ᯅ⊙ڿጕᩞڿᝧהڕ⒵ୗ٩ڷڨڹᕘᎡ⏏ಇڿኙ׸㱣ِ᫜݊ ֻኙ㱤ڼጎ۳݂ڷڨ ڹܦܒ܆݂݋܎
⇊იاኙૌۣ዆ᤳڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ಇ઺ᯅڿ⍭݊׹ ֟ᩎڿḖ݊׹ ᜾⸪ڿ૎᜽

ҿյڕᴃๆۜړڿᕘᎡ⏏ڿ᪁ᯅۣḖ٩ےڰۜڪ׹ዘ౾ەᄩ݊ ᒀᩎ♑ۣןڸ଑ۜړڝڿۓڗი๒٩ۀ
٪ڪۏڨڹ੩ۜڪ׹଑ۣןڿᕘᎡ⏏≹ᩎڼਸڿڮ

ҿᕘᎡ⏏ڿ૎⟃ׅ⫉݊ ≹ᯅ٩ۜړڸⲥ᪬٩㖺ᷠອ➃รۣںڻ⁈تֻۄᓈ⚥カᩎ֗ڿ㌊ڼอۛ
֡۝ۜ੩ڪۏڨڹ٪

ᕘᎡ⏏≹ᩎรۄ૎⟃ׅ⫉݊ ૎⟃≹ᯅڿḖ׹

ҿកֻ౹๖઺ᯅ૯٩ڷڕڛڼᕘᎡחඨ⫉⸪ڲ؉ۣ܇݋ܩܯ݋ܪڿڷڕڵڼ⊊⼨ܺ݋ܪਠ٩ڣ
ౝ݊⼁ڿ٩ᕘᎡ⏏ಇڜیۜڪᘍზۣᷖ⍬୚ڿ♑㊍ំℊ᷇ڿ⊊⼨ ٩ڢ⽄ۣ݋ܙ݋܂ۜڪ઒➙ڷڬଇۓᘍზڿ♑ඨח
ᕘᎡ➩Ẓۣ⎭ۛਠڰۏ٪ڪۏڣફနڠڵڼ؁ڿ֟⊰֗ڿڕი᜕ڢ⽄ۣ܇݋ܜ۳܄ܺ܎܇ܖڼᕘᎡڿ㢏֩⍬୚ۣڪۏڕؤ٪

ҿׅ੩૸ᯅ᜕㊠ཚ⃥ڿےڰڿ໔ۀ♑܈ܢ݋܄ە⏏ಇڿ઺ᯅۣᑔᑽڠḖڨ׹⏏ಇڿ➩Ẓᷠร൞᪆ِۣڪۏے٪
ʜ΢ᦏًᓎᔍ٩㝓ًᒆ೺٩ؘ׹ ൵ゐᅎᱥ׹ל٩໔ڿヒ֡٩੩൹ᱥ྽ە੩൹׹໔٩〠௝໡ەẐ២໡ںڻ
ʜΣس਱₉ᤛ݋܆۾܎٩଑٩᤺׹ ۾ܹە໔܈݋ܹ▘٩๑ܺܕܪەથ⇑ᒆؤ ェゝ૫ኮڿ૸ᯅ໡ە໡┃٩ۿ݂ܚ݋
ʜΤ㕰ୀ⤗⻼␇٩ؤ᤺ڿ‘ڿૌًܤܺ܃٩
ʜΥ๑▘ᓚ౿٩☏ׅಗ⏚٩≹ᯅ݊ ֗⩭ᒡ᭎⃥೎⇑
ʵਠ⼵ڿ♑܈ܢ݋܄೺٩ڷڕڵڼ׹ዂᨭ⍴ڼ዆⡕ზຄۣ᠖ೞڪۏڨ٪

ᕘᎡ⏏ڿ➩Ẓ݊ ≹ᯅḖᖤඨ

ҿᅱ㗢ౝ⽄⢾٩ۛۙڼᅝიڿ㘹ۣ֩۾݋ܣᅱ㗢ౝ⍬㘹֩ۜڪ݋ܟۺڝ
੩ۛۙڼ ܗۣ܈܂ػႵᨵᤛڸഏẛܘ݂ܭܖ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿᅱ㗢ౝ⍬㘹ۣ݋۽ܺܜ۷⁅ؘۜۙڼኲଯڼઘ֡۝㘹ᵡ۷܂݋۽ܺܜ
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ/('⁢ᥩ٩‗ἃහ೥ڿ➔೥ඨ׹౹٩㌊ڿ㘘ਸഃᕊ٩֟ ᙒ٩݋܄݂܊ᦏ
ౝ೺ڨ׹៷ۣ݋܄݂܊׹㘹ᵡ۷ܗۣ܈܂݋۽ܺܜ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿܸ۳ۛۙڼܤ۶ܺ܆ܗ ؘ⁆ౝۣอۛ֡ڷ۝⁢ᥩܗۣ܈܂ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿ$,ۣڰڕ׹◌⾰ഃᕊۣڗؤ੩٩ڸ൞Ↄڕ⪕ڿ◌⾰ᱥڿഃᕊۣڕؤ◌
ܗۣ܈܂⾰ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿẂڕㆼᑿۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ڬڦጓ₀ۣ㇏ẛל ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥౳૯ܴܹܫڻڦ׀ڝ ⁅ؘۀ٩ਸ㕦ᨭ‘ۜڕڷڴڻڹ㘘๒૯ڿܯ݋
᠞ᵡۣอۛܗۣ܈܂⾰◌٩ڠڪە ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ၂ਸ₀ۣ೺ڰڨ׹᠞ᵡܗۣ܈܂⾰◌ۜۙڼ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿፄਠ⠌ඨלۜۙڼጓ₀㇏ẛۛۙڼ ܗۣ܈܂⾰◌ ૪ẛڪۏڨ٪
ҿᅝᨭ݊ ಣᨭ֗ڿ⩭ፀዉڰ۝ڦ⾰◌ڿ◌ᵡۣ㉻ㄲۣ઒ق⾰◌قڷڨፀ
ዉڼ�᳏೺ق⾰◌ق٩ڸڹڤۜڪ׹ፀዉڿዉಇℊᙰۣᣢ༹٩ڨ㉻ㄲۣ
઒ڸڹڤۜڪ㉻ㄲܗۣ܈܂⾰◌ۜڜڜڼ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿۣשـڿۚڜᰬـ၂ਡܗܒܣಇשـڿゖ⊢ᰣڼủڿ۳ܻܗ٩ے៬ש
ܗۣ܈܂㊨שڨ׹೺ڼںڻשᤀڿۉ⠌၂ە ㇏ẛڪۏڨ٪

ҿ)F��1�࣯ધਠڿዥ዆٩ڸڹڤۜڪڹܗ݋ܹ۾݂܂ڻਸᖤඨ㉿ᒎ׀ڝ
٩㉱ᵡᖤ݊ڠڦ ㉱שᖤۓᯍ٩ۛڻڠڦ׀ڷےಇ㌊ڿ㏮♒ڝً⧘ڿᝉഃڦ
٪ڪۏڨڹᓈ⃥ڕِڿ੉ᖤ⤠ڿᨭ㕦���ᑱ׹ପ⊊⼨٩ڸڹڤ۝ۜ

ҿಇ⹮ᩎڷڕڵڼ㖰ᶂ݊ ⤠੉݊ ܝ݂ ڨܰ׹៷ᩎۣ➉܈۾ܒܾ ܂܈݂ܙܕ݂
ܗۣ܈ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿֻܺ݋ܪધᅢڿ◌⾰᠞ᵡ⽄௝ۣᅰ੯㙚ೞۜڪڹ੩٩ڸ‗ᮖ݊ ୠ⇑݊ ᨍ
ᤫܗۣ܈܂܈݂ܙܕ݂ܰڿ ૪ẛڪۏڨ٪

ҿ⠊គ઺ᯅۀ➣ت⁮ۜړڸᓈ⃥☏ׅᓞڞẠڨᔻڕڵڼ۱܀݋܎ܤ۱ڿ
٩ᅧ㕦݊ڠڻۀڸڢڱᦓ㕦ಇڿ٩㉻ᑎڷ ૆ۓלጎᕰڞۜڸ ݋ܹܤڼڗۙ
ڛڷڨ؉٩��ᦓ㕦ฮછ૯ഃۣ⒵ڢ⽄۳ۣܳܺ܏ ٪ڪۏۛ

ҿῺዕᦓۀڼጎᕰڝܯ݋ܐ⹝ዕℊ᷇ڿ⒵⾋ۣڕؤᕰᖢ೎⢾ۣ዆ᤳڨ
٪ڪۏ

ҿṓℊඨۜۙڼ ㇀ᓷඨۣ⤕ᚅ٩ڕؤۣ⼨⽄ڿᩢڷڨ၂⎴ᣢ⪖ۣਣ⻢ܗ܈܂ڨڹഏẛۣပ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼᄃ∸ڷڢᣢᅙۣ㋊ڿヅֶڻਣใ㉫⍴ڰۏ٪ڪۏۛ
ҿᓈ⃥⃮ڿᖤਠ٩᥋኏ᓈ⃥ڿᴔ⢾ᩢۣ㋊ڷڢᤫ⽄ᩢۣ㍃⢾ۜڪ ੩ڝใ⦭٩ڸ᥋኏ᩢۣᢄบۜڪ ᕠ⻢٩ᩢڠڻڝ ᓞڿܗ܈܂ڞᝓڞഏẛۣပ ∸ۛᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪
ҿᓈ⃥ڿႵⓨۣڞۜڸ 㗃ۛۜڣړ੩ۛۙڼ ٩ֶ ٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڷڨڠᓄյۣ⑑ے⊣
٪ڪۏڨ㍃ᚅڼഏẛۣပۛ∸ᄃܗ܈܂ڨഏẛۓᤅ㎛ڿᴔֶ೎೥ڹഏֶ㎛៰ڿ੩ֶׅڰۏ
᥋኏ᴔ၂Ⴕⓨڿ⼓૯೎೥㎛ۣẛۚڷڨ⼓૯ᢄบڿܗ܈܂ഏẛۣပۛ∸ᄃڼ㍃ᚅڪۏڨ٪
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ܪە٩ፄᅢ◌㕦ۚڜ㟭➩ڻごየڿ
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変風量（VAV）によってファン動力を低減し、空調コストを削減します。

徳島県地元貢献・地元活用
●専門工事業者や資機材の納入業者について、
品質・安全・コスト・規模など、 総合的に選
定を行いますが徳島県内で対応可能な企業が
ある場合は、必ず地元企業と交渉を行い優先
的に採用する事とします。 ※企業で対応でき
ない場合は、その理由等を随時報告させてい
ただきます。

●徳島県在住者を現場事務所における事務職
員として約 3 年間、最低 3 名採用し、新たな
雇用を創出します。

●稀に見る大型特殊建築工事となるため、徳
島県建設業協会等と連携を図り、安全品質パ
トロールや、 技術勉強会を開催し、徳島県内
の各種建築業界への技術力拡充や技術継承を
行います。

●建築業界の将来の担い手確保として、徳島
県内の学生（高校・大学）に対してインター
ンシップと 現場見学会を実施します。

徳島県内企業の登用・人材の活用・技術の伝承
地産地消で地元と共存共栄を目指します


